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平成３１（令和元）年度 社会福祉法人 河内長野市社会福祉協議会 

事 業 報 告 書 

 

 社会的孤立、生活困窮、引きこもり、子どもの貧困、災害時の支援など、これまでの枠

組みでは対応しきれない課題が複雑・多様化している中、社会福祉協議会においては、住

民参加の地域福祉の推進を支える中核的な存在としての役割を果たすため、地域共生社会

の実現に向けた「我が事・丸ごと」の地域づくりに向け、支え手側と受け手側にわかれる

ことなく、誰もが役割を持ち活躍できる社会をめざし、『かわちながの つながり・支えあ

い推進プラン（河内長野市第３次地域福祉計画・河内長野市社会福祉協議会第２次地域福

祉活動計画）』に基づき、行政と協働し、福祉委員や民生委員児童委員、ボランティア、自

治会関係者等、地域住民の参画と協力のもと、社会福祉施設連絡会、福祉団体、福祉サー

ビス提供事業者や、大阪府社会福祉協議会の「しあわせネットワーク」とも密接に連携し、

身近な地域で見守り支えあえる地域づくりに取り組んだ。 

今年度は、「河内長野市第４次地域福祉計画・河内長野市社会福祉協議会第３次地域福祉

活動計画」の策定に向け、全小学校区において地域ワークショップを実施し、ニーズ把握

や情報収集を行い、新たな地域課題に向き合い、誰もがつながり、支えあい、安心して暮

らすための仕組みづくりを進めた。 

また、「大阪しあわせネットワーク」に取り組む社会福祉施設が、地域の一員としてそれ

ぞれの強みを活かした積極的な地域貢献活動に取り組むことができるよう、河内長野市社

会福祉施設連絡会（以下、「社会福祉施設連絡会」という。）と、地域福祉活動者・団体と

をつなぐ役割を河内長野市社会福祉協議会（以下、「社協」という。）が担い、地域づくり

の強化を行った。 

在宅福祉事業では、多職種との連携と地域の社会資源を活用し、自立支援、重度化予防

を視点に置いたサービスを提供し、新規事業として障がい支援区分認定調査にも取り組み

利用者のニーズに対応した。 

指定管理者制度に伴う事業においては、利用者本位の地域に密着したサービスの提供を

行うため、障がい者福祉センターでは、新たに共生型生活介護事業を立ち上げた。 

 さらに、河内長野市から受託した「高齢者生活支援体制整備事業」に基づき、生活支援

コーディネーターの活動を強化するとともに、新たな「協議体」の組織化を進め、地域活

動の担い手の発掘・養成および新たな活動の創出など、高齢者を支える地域づくりに取り

組んだ。 

一方、福祉人材の確保に向け、働き方改革の動向を踏まえ、働き方のニーズの多様化に

対する課題に対応するべく、業務の効率化や職場環境整備を行った。 

併せて、本市の「思いやりとぬくもりのある人権尊重のまちづくり条例」との整合を図

りながら、人権の意義や価値について理解を深めるとともに、社会からの排除や摩擦、孤

立をなくし、すべての住民の人権が尊重され、共に支え合いながら安心して暮らせる地域

社会の実現をめざした取り組みを実施した。 

これらの様々な地域課題に対応するため、社協の地域力を活かした総合的な相談支援機

能の向上を図り、安心安全のまちづくりと自立を支援するためのセーフティネット機能を

強化し、市民から信頼される社協活動を進めるべく、平成３１（令和元）年度は以下のよ

うな事業を展開した。 

 



 3 

１．地域福祉活動の推進 

（１）福祉委員会委員長連絡会の開催 

   各地域での福祉委員会活動における諸問題の抽出、解決や情報交換による福祉委員  

会の発展を目的に定例会議を６回開催した。 

   

（２）「小地域ネットワーク活動」の展開と支援 

要援護者が孤立することなく地域で安心して暮らすことができるよう、福祉委員会 

による地域福祉活動を支援した。 

  ①個別援助活動 

   ・要援護高齢者などを対象に見守り声かけ訪問活動、配食サービス活動を行った。  

  ②グループ援助活動 

   ・要援護高齢者などを対象にいきいきサロン活動、ふれあい食事サービス活動、地 

    域リハビリ活動を行った。 

   ・小中学生と高齢者を対象に世代間交流活動を行った。 

   ・子育て中の親子を対象に子育てサロンなど子育て支援活動を行った。 

  ③その他 

   ・福祉委員、協力員の学習会および研修会の実施 

   ・広報紙の作成および配布 

・活動拠点の確保支援 

福祉委員会活動を推進するうえで、公共施設や民間施設など会場確保にかかる会場 

費を助成した。 

助成した地区

（校区）数 
主 な 活 動 開催回数 助成した金額（円） 

１１ 

・ 定例会議 

・ 研修会 

・ サロン 

・ 総会 

・ 子育てサロン 

・ 交流会 

２２７ １６２，０００ 

 

（３）高齢者生活支援体制整備事業の推進  

多様な日常生活上の支援体制の充実と高齢者の社会参加促進を一体的に図ることを

目的に、市域全体をエリアとする第１層に、また日常生活圏域（概ね中学校区域等）

をエリアとする第２層に、それぞれ「生活支援コーディネーター」を配置、ならびに

「協議体」を設置し、以下の取り組みを実施した。 

１）「協議体」の開催・運営 

住民が主体的な活動として新たなサービスの開発に取り組み、支え合いの仕組みづ 

くりが進められるよう第１層協議体「かわちながの地域ささえあい推進会議」（通称： 

ささえあいの集い）をテーマ別に開催した。 

 ・テーマ「生活支援の仕組みづくり」（年３回） 

  試行事業「生活困りごとサポートこ・こ・わ」の仕組みについて、進捗状況を共

有し、活動していく上での課題解決の場として開催した。 
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・テーマ「移動支援」～地域移動支援を考える会議～（年１１回） 

 地域において同テーマについて関心のある方、実際に仕組みづくりを検討されて

いる方とともに勉強会を開催した。 

  ２）「生活支援コーディネーター」の活動  

①社会資源マップの構築による可視化 

第２層生活支援コーディネーターが各担当地域の情報を収集し、市内の社会資

源マップデータベースを更新した。また、理学療法士会と協働でケアマネジャーな

ど専門職に向けて要支援者・チェックリスト該当者がインフォーマルな社会資源に

つなげるための社会資源マップの作成に着手した。 

②既存の社会資源の充実 

第２層生活支援コーディネーターの相談支援活動では、次の活動に関わり活動

に効果的な情報提供や活動の情報発信を行い支えあいの活動を支援した。 

食事を通じた居場所 

・えん（荘園町）       

・キッチンいろどり（千代田南町） 

・ごはんや day（市町、加賀田、南花台、赤い屋根） 

介護予防体操など健康維持増進を目的とした居場所     

・ゲンキアルカ（本多町、アルカ薬局コミュニティスペースでの介護予防教室） 

・げんきや day（市町）  

・楽々や day( 市町)  

・ひろばひまわり（大師町） 

・「ワード」クリエーション シゲサト（美加の台） 

その他の居場所 

・１/ ｆｆのゆらぎ（日東町）  

・えんがわ（南花台） 

③サービスの担い手の養成と新たなサービスの開発 

・南花台モビリティクルクル 

・なんすいひまわり号 

・困りごとサポートこ・こ・わの活動において移動支援の仕組み立ち上げを支援 

④生活支援ニーズと社会資源のマッチング 

 ・民生委員児童委員や福祉委員、連携する専門職などから生活支援ニーズを社会資

源につなげた。 

・地域ケア会議に関わる自立支援会議に出席し、インフォーマルな社会資源情報を

コーディネートした。 

⑤支援関係者間のネットワーク 

   ・情報共有や連携強化を目的に各地域包括支援センターとその担当するエリア毎に

会議を開催した。 

 

（４）社会福祉施設連絡会との連携 

   社会福祉施設の地域貢献活動がさらに展開するよう、社会福祉施設連絡会の事務局

である社協が住民主体の地域福祉活動とのコーディネーター役となり、下記のような

取り組みを行い地域福祉活動の充実を図った。 
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開催日 場  所 内容など 

７月２１日 

１１月１３日 

スリーハートの丘 高向小学校区福祉委員会「下高向地区フ

リーサロン」および「高向３地区合同サ

ロン」の開催に施設が会場提供を行い、

地域住民との交流を深めた。 

１１月５日 

１１月２５日 

１２月５日 

１２月１２日 

川上小学校 

楠小学校 

加賀田小学校 

天見小学校 

福祉学習の一環として、車いす体験の講

師を施設職員（みなと寮・生登福祉ケア

センター）が実施した。 

１１月１７日 千代田東和苑自治会集会所 自治会主催の介護教室への講師派遣を

施設職員（オーパス）が実施し、地域住

民への啓発活動を実施した。 

１２月４日 高向保育園 旭ヶ丘地域住民との交流「シニアカフ

ェ」において、情報交換を行った。 

年間 河内長野駅、イズミヤ、楠翠

台 

楠翠台の地域において、社会福祉法人み

なと寮が車輌と運転手を提供し、坂道の

多い楠翠台地域の移動困難者を支援す

る仕組みとして、月～金曜に「なんすい

ひまわり号」の運行を行った。 

 

２．福祉教育の推進 

（１）ボランティア活動の推進 

ボランティア活動推進事業では、多様なボランティア・市民活動への参加促進と活 

動支援を実施し、併せて、活動を継続的に支える福祉人材を養成した。 

①ボランティア相談の実施と活動コーディネート          （単位：件） 

内         容 令和元年度 平成３０年度 

活動希望などボランティアに関する相談 ９２ ８４ 

ボランティア紹介（派遣） ５６ ５１ 

②研修・学びの場づくり 

研 修 名（内容） 講  師 
参加 

人数 
開催日・場所 

傾聴ボランティア交流会 

（傾聴ボランティア活動者を対象に開催） 

東部地域包括支

援センター・ふ

れあいの丘・大

阪狭山市「傾聴

さやま」 

社協職員 

 ３９ ６月１２日（水） 

９月２７日（金） 

１２月１３日（金） 

福祉センター 

福祉教育サポーター養成講習会（車いす編） 福祉用具部会 

障がい者福祉セ

ンターあかみね 

４２ ６月２７日（木） 

７月 ４日（木） 

７月１１日（木） 
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福祉ボランティアスタート講座 

（ボランティア体験プログラム事前オリエン

テーション） 

社協職員 １２ ７月～９月 

社協 

ボランティア体験プログラム 

（市内の高齢者、障がい者、児童などを対象

としている１４の福祉施設から受け入れの協

力） 

各施設職員 １６ ７月～９月 

各施設 

要約筆記ボランティア講習会 要約筆記サーク

ル「葉月」 

３１ ７月２０日（土） 

８月１７日（土） 

８月３１日（土） 

９月 ７日（土） 

９月２１日（土） 

河内長野市ボランティア連絡会研修会 社会福祉法人み

なと寮 

１９ ９月２４日（火） 

河内長野市ボランティア連絡会交流会（ボラ

ンティアグループ間交流会） 

檜尾山観心寺・

ビュッフェレス

トラン奥河内 

１８ １１月５日（火） 

広報誌作成ボランティア講習会 社会貢献広告会

社（株）ユナイ

テッド・トゥモ

ロー 

７７ ２月１８日( 火)  

２月２５日( 火)  

市民交流センター

キックス大会議室 

③ボランティア活動への支援 

・河内長野市ボランティア連絡会、大阪府市町村ボランティア連絡会活動への支援 

・登録ボランティアへの活動支援（ボランティア保険加入料の助成など） 

・ボランティアセンターの効果的な利用のための調整などを、河内長野市ボランティ  

ア連絡会と協働で行った。 

④社協登録ボランティア（グループ、個人）一覧 
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⑤ボランティア活動総合補償制度の受付 

 

保 険 種 別 

 

プラン等 

令和元年度 平成３０年度 

加入者数 

（人） 

加入料 

（円） 

加入者数 

（人） 

加入料 

（円） 

ボランティア保険 Ａプラン 608 182,400 585 175,500 

Ｂプラン 687  343,500  663 331,500 

Ｃプラン 
26 

15,600 
17 10,200 

 

Ｃプラン 

大規模 

災害特例 

13 7,800 57 34,200 

ボランティア・市民活動行事

保険 

 

Ａ区分 19,833 594,990 22,472 674,160 

Ｂ区分 206 27,604 305 40,870 

Ｃ区分 0 0 0 0 

1泊２日 25 5725 33 7,491 

２泊３日 0 0 0 0 

３泊４日 0 0 25 7,200 

４泊５日 0 0 0 0 

５泊６日 0 0 0 0 

６泊７日 32 11,456 0 0 

Ⅲ型 300 9,000   

移送中事故傷害保険 Ⅰ型 0 0 0 0 

Ⅱ型 0 0 0 0 

非営利・有償活動団体保険 
Ａプラン

(3月受付)  
19 

 

93,100 13 

 

63,700 

 

Ａプラン

(4月受付)  

0 0 11 49,280 

Ｂプラン 0 0 0 0 

合     計  21,749 1,291,175 24,181 1,394,101 

 

（２）学校との連携 

市内小・中学校などに対して、当事者団体や登録ボランティアの参画を得て「福祉

学習プログラム」を作成し、講話や体験の指導・助言を行う「福祉学習サポーター」

の紹介や備品の貸出しを行った。 

 ①福祉学習サポーター 

  ・当事者団体など 河内長野市視覚障害者福祉会 

 河内長野市身体障害者福祉会聴言部会 
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 認知症キャラバンメイト 

 障がい者福祉センターあかみね 

   ・ボランティア   手話サークルてのひら、手話サークルさくらんぼ、 

 河内長野点訳サークル、個人登録福祉学習サポーター 

   ・社会貢献事業  社会福祉施設連絡会 

            社会福祉法人みなと寮、社会福祉法人生登福祉会 

②必要備品の貸出し: 車いす、アイマスク、点字器 

③調整・紹介実績数: ４９件 

④福祉学習サポーター活動実績 

福祉学習プログラム名など 

（ ）内は内容 
紹    介    先 

講話と車いす介助体験を通し

て伝えたいこと 

（講話と車いす介助体験） 

高向小５年生、加賀田小５年生、天見小５年生 

楠小５年生、川上小５年生 

※車いすの貸出しも行った。 

車いす利用者の講話 今年度は依頼なし。 

視覚障がいの理解のために 

（講話と視覚障がい者ガイド

ヘルプ・アイマスク体験） 

高向小４年生、天見小３・４年生、川上小４年生 

美加の台小６年生 

※アイマスクの貸出しも行った。 

視覚障がいの理解のために 

（講話） 
三日市小４年生、南花台小４年生 

視覚障がいの理解のために 

（点訳体験） 

長野小４年生、小山田小４年生、千代田小４年生、加賀

田小４年生、南花台小４年生、美加の台小４年生、三日

市小４年生、天野小４年生 

※点字器の貸出しも行った。 

聴覚障がいの理解のために 

（講話と手話体験） 

天野小３年生、加賀田小３年生、高向小３年生、南花台

小３年生、川上小３年生、千代田中３年生 

認知症キッズサポーター養成

講座（講話） 
川上小６年生 

障がい者の理解( 講話) と障が

い者スポーツの体験 
今年度は依頼なし。 

 

（３）地域福祉啓発事業の実施 

  ①講師を各地区（校区）に派遣し、身近な場所で「学び、考える場」を設け、住民主  

体の地域福祉活動の必要性を周知するとともに、身近にある福祉課題に向き合える機

会を提供した。 

地区（校区）数 回数 参加人数 主 な テ ー マ 

１１ １１ ５５０ 

・「福祉委員活動の大切さ～少子高齢化と地域共生社

会を見据えて～」     

・「お口からアンチエイジング（歯ッピーライフを送

るために）」 

・「人生１００年時代を自分で歩けて過ごすために今

すべきこと～生活機能自立度世界一の地域への第一
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歩～」 

・「２つ以上障がいをお持ちの方（重複障がい者）が

どのような生活をされているのか、またそのために

必要な、サポートにはどのようなものがるのか」 

など 

②自分達の生活や周りの人たちに関心を持っていただけるように広く市民に周知し、  

身近にある福祉課題に関心を持てるよう福祉講座および講演会を実施した。 

研 修 ・ 講 座 名 講  師 
参加 

人数 
開 催 日 ・ 場 所 

生きづらさのある子ども

たちを学校・地域の宝とし

てまちづくりを考える 

みんなでつくる学校とれ

ぶ り ん か  代 表  中 川 

雄二氏 

３３ 
８月２０日（火） 

市民交流センター 

日赤講習会 

社協職員 

日赤防災啓発プログラム

指導員 

３９ 
２月１７日（月） 

福祉センター 

※子育て支援者交流会、地域ささえあいフォーラムは、新型コロナウイルス感染予防のた

め、中止した。 

  

（４）福祉委員等パワーアップ事業の実施 

①福祉委員を対象に、福祉委員活動の役割と必要性に対する理解を深め、人材の育成  

  を図った。 

研 修 ・ 講 座 名 講  師 
参加 

人数 
開催日・場 所 

新任福祉委員研修

会 

大阪教育大学 

教授 新崎国広 氏 

１２４ ６月４日（火） 

６月２９日（土） 

市民交流センター 

食品衛生講習会 富田林保健所 ４３ ６月２５日( 火)  

福祉センター 

福祉委員交流会 （財）大阪府レクリエーション協会 

竪本盛行 氏 

４７ ７月１９日（金） 

市民交流センター 

②福祉委員会やボランティア、市民活動団体による地域の交流の場づくりを支援し、  

社協の貸出し用福祉レクリエーション用品を使用することにより、場の雰囲気をなご 

ませ、グループ援助活動が効果的に実施されることを目的に、福祉レクリエーション  

講習会を実施した。 

講 座 名 講     師 

参 加 人 数 

開 催 日 ・ 場 所 令和 

元年度 

平成 

３０年度 

福祉レクリエーション

講習会 

（財）大阪府レク

リエーション協会 

堅本盛行 氏 

４２ ４８ ７月７月３０日（火） 

午前・午後開催 

福祉福祉センター 
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（５）ボランティア活動の支援 

①福祉レクリエーション用品の貸出し 

・地域住民の交流の場づくりを支援することを目的に、「開運お手玉ボード」「フ 

リースタイルわなげ」「思い出カルタ」など６６種類の用品の中から、延べ１００

のグループ（団体）へ２４９点の貸出しを行い地域福祉活動に活用された。 

②軽トラックの貸出し 

・福祉委員会活動の利便性を図るため、軽トラックの貸出しを行った。 

（単位：件） 

 令和元年度 平成３０年度 

福祉委員会 ２０ １８ 

 

３．在宅生活の支援 

（１）地域相談支援員の配置 

   身近な福祉の相談窓口として、下記の６拠点に専門資格を有した地域相談支援員（以

下、「地域ＣＳＷ」という。）を配置し、個別の相談対応や福祉委員会、民生委員児童

委員協議会などの事業や会議への参加を通じ、地域の福祉（生活）課題の把握に努め

るとともに、随時適切な情報を提供し、課題解決のために福祉委員や民生委員・児童

委員などとの連携強化を図った。 

  ①地域ＣＳＷ配置場所（いきいきネット相談支援センター）：あやたホール内、くすの 

かホール内、天野公民館内、加賀田公民館内、千代田公民館内、三日市公民館内 

②相談状況                            （単位：件） 

対  象  者 令和元年度 平成３０年度 

高齢者 

ひとり暮らし高齢者 ４２９ ４４３ 

高齢者のみ世帯 ２８１ ２１２ 

その他 ９７ １１７ 

障がい者 

身体障がい者 ３３ ５０ 

知的障がい者 １６１ １８ 

精神障がい者 ３９２ ３２７ 

子育て世帯（子ども） ４１ １０２ 

ひとり親家庭 ２１ ３６ 

外国人 ４ ２ 

その他 

民生委員・児童委員 １３９ ６３ 

福祉委員 ７４ ４３ 

福祉関連事業所 ４３ ２４ 

医療機関 １６ ４ 

公的機関 ４８ ３１ 

市担当課 ２４ ７ 

その他 ３３５ １６４ 

合     計 ２，１３８ １，６４３ 
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（単位：件） 

相  談  内  容 令和元年度 平成３０年度 

福祉制度に関すること １６８ １４５ 

介護に関すること ２９１ ２６０ 

子育て・子どもの教育に関すること ７２ ８１ 

健康や医療に関すること ２９７ ２５０ 

ＤＶ( ﾄﾞﾒｽﾃｨｯｸﾊﾞｲｵﾚﾝｽ) に関すること ２１ １９ 

生活費に関すること ２１４ １５６ 

住宅に関すること ８４ ４０ 

地域活動、ボランティアに関すること ５７ ３８ 

ホームレスに関すること ４ ０ 

その他 

権利擁護に関すること ４８ ５１ 

社会保険に関すること ３０ ５ 

就労に関すること ３８ １７ 

社会福祉関係税制に関すること ５ ３ 

生活に関する身近な相談 ４４９ ３３０ 

近隣トラブル １４３ ８６ 

CSWからの働きかけ １６１ １１０ 

その他 ５６ ５２ 

合     計 ２，１３８ １，６４３ 

 

（２）日常生活自立支援事業（あんしんサポートサービス） 

   市内在住の認知症高齢者、知的障がい者、精神障がい者などで判断能力が不十分な  

  方に対して、福祉サービスの利用援助サービス、日常的金銭管理サービス、通帳や証

書類・印鑑などの預かりサービスなどを行い、地域での安心した自立生活をサポート

した。 

 令和元年度 平成３０年度 

契約件数 ４３ ３８ 

新規契約者数 １３ １１ 

契約者への訪問延べ回数 ９８７ ９６８ 

相談件数 １，２８５ １，２００ 

事業問い合せ件数 １０ ２７ 

（内訳）認知症高齢者 

（内訳）知的障がい者 

（内訳）精神障がい者 

（内訳）その他 

５ 

２ 

３ 

０ 

１７ 

１ 

８ 

１ 

（３）生活困窮者家計改善支援事業 

生活に困窮している人を対象に、課題がより複雑化・困難化する前に相談に応じ、

自立した生活が送れるように支援した。  
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① 支援者数   ※年度末＝前年度末＋当年度新規－（当年度終結＋当年度取止め） 

支援者数 

令和元年度 平成３０年度 

新規 終結 取止め 年度末 新規 終結 取止め 年度末 

２ ４ １ ４ １０ ６ ２ ７ 

②相談延べ件数 

相談 

延べ件数 

延べ時間 

分類 
令和元年度 令和元年度 

（延べ回数） 延べ回数 延べ時間 

支援者 
面談応対 ７４ 45 時間 45 分 

１３４ 
電話応対 ６０ 8 時間 45 分 

自立支援機関 
面談応対 １９ 13 時間 30 分 

３２ 
電話応対 １３ 2 時間 15 分 

関係機関 
面談応対 ２ 1 時間 50 分 

３ 
電話応対 １ 時間 05 分 

合  計 
面談応対 ９５ 61 時間 05 分 

１６９ 
電話応対 ７４ 11 時間 05 分 

 

（４）生活福祉資金貸付事業 

低所得者、高齢者、障がい者世帯や生計中心者の失業により生計の維持が困難にな

った世帯への経済的自立および生活意欲の助長促進、在宅福祉の支援および社会参加

の促進を図るため、各種資金の貸付けを民生委員の協力を得て実施した。 

３月２５日からは新型コロナウイルス感染症特例貸付の受付を開始した。 

資  金  種  別 

令和元年度 平成３０年度 

相談

延べ

件数 

貸付

申込

件数 

貸付決定金額 

( 円)  

相談

延べ

件数 

貸付 

申込

件数 

貸付決定金額 

( 円)  

福祉資金 166 4 4,340,000 236 6 880,000 

教育支援資金 361 13 8,864,000 350 13 8,807,000 

総合支援資金 40 3 1,220,000 23 0 0 

臨時特例つなぎ資金 3 0 0 9 1 0 

緊急小口資金 

（小口生活資金含み） 
85 3 509,000 77 2 200,000 

不動産担保型生活資金 11 0 0 12 1 4,011,000 

離職者支援資金 0 0 0 1 0 0 

新型コロナウイルス特例 15 8 100,000    

資金不明 0 0 0 0 0 0 

合     計 681 31 15,033,000 708 23 13,898,000 

（５）心配ごと相談所の開設 

民生委員児童委員協議会地区委員長を相談員として委嘱し、市民が気軽に来所し、

あらゆる悩みごとや心配ごと相談ができる相談所として月２回定期的に実施した。 

また、河内長野市主催の「くらしの総合相談（年２回）」に相談員を派遣し、市民か

らの相談に応じた。 
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 令和元年度 平成３０年度 

相談件数 ６      ４ 

開設日数 ２６ ２６ 

相談内容表 

 
 

 
 

  

 

    

 

 

精
神
保
健 

 

  

 

 

 

 

 

  

そ
の
他  

 
 

 
 

 

 

１ ０ ０ １ ３    ０ ０ ０       ０ ０ ０ ０ ６ 

 

（６）福祉車両および車いすの貸出し 

①スロープ付き自動車の貸出し 

・市内在住で移動が困難な高齢者や障がい者などを抱える世帯を対象に、通院、レ 

クリエーションなどの外出時の支援を行うため、スロープ付き自動車の貸出しを 

行った。 

 令和元年度 平成３０年度 

貸出件数（件） １７ ２２ 

走行距離( ㎞)  １，０９２ １，６２３ 

内  容 通院１２件・外出５件  通院８件・外出１４件 

  ②車いすの貸出し 

・市民を対象に在宅福祉の向上、日常生活を支援するため、車いすの貸出しを行う 

とともに福祉教育の一環として市内小・中学校へも貸出しを行った。 

（単位：件） 

※介護用ベッドについては新規貸出しを終了。 

 

４．共同募金運動による財源確保および地域支援 

共同募金運動は地域福祉推進のための財源として、大きな役割を担っていることから

機     器 令和元年度 平成３０年度 

車いす（自走用） ３８ ４７ 

車いす（介助用） ８２  ９５ 

介護用ベッド １０ １０ 

合     計 １３０ １５２ 
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各関係機関および団体の協力を受け、役職員が一丸となって募金運動を展開した。 
また、昨年に引き続き、子どもたちへの共同募金運動の周知・協力依頼のためにドラ

えもんの募金箱を資材として準備、街頭募金運動実施の際に配布した。 

                          （単位：円） 

募 金 種 別 令和元年度 平成３０年度 

戸 別 募 金 ２，４４９，１２９ ２，５５３，７０８ 

法 人 募 金 １，１０３，５９８ １，２３４，５８９ 

バッジ 募 金 ６９２，５００ ６８６，０００ 

学 校 募 金 ２９１，２５５ ２８３，６２５ 

街 頭 募 金 １７７，７９５ ２，３７０ 

募金箱 募 金 ２５６，３７３ ２７８，７８４ 

その他 募 金 ９，７９４ ８，４０６ 

合     計 ４，９８０，４４４ ５，０４７，４８２ 

 

５．福祉団体支援事業 

民生委員児童委員協議会、老人クラブ連合会、保護司会、更生保護女性会、身体障害

者福祉会、遺族会、原爆被害者の会、母子福祉会、心身障害児・者父母の会、日赤河内

長野市地区、赤十字奉仕団、献血推進協議会の支援事業を行った。特に今年度は、民生

委員・児童委員の一斉改選に伴う事務局としての支援を行った。 

 

６．災害ボランティアセンター運営事業 

（１）マニュアルを使った災害ＶＣの設置・運営訓練の実施 

平成２７年３月２６日に締結した、「災害に対する河内長野市と河内長野市社会福 

祉協議会の相互支援に関する協定書」に基づき、市内で災害が発生するとその被害状  

況や住民ニーズに応じて、早期に災害ＶＣの設置運営が必要とされることから、昨年  

度に引き続きその整備を行った。 

 

（２）大阪府社協および国立研究開発法人防災科学技術研究所と連携し、ｅコミ・プラッ

トホームを活用した、災害ボランティアセンターポータルサイトの導入および防災マ

ップの作成を行うため、e コミマップ操作研修を行った。 

月 日 開催場所 内 容 

 ７月１２日 社協別館２階

会議室 

e コミマップ操作研修会 

 

（３）登録災害ボランティアの募集および育成 

  ①災害ボランティアの登録状況                  （単位：人） 

  30             

 (H

) 
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②災害ボランティアの育成                    

研 修 名 主  催 
参加 

人数 
開 催 日 ・ 場 所 

災害ボランティアコーディ

ネーター研修会 

大阪府社会福祉協議会 １０ １月３０日（木） 

大阪赤十字会館 

 

（４）災害ボランティア活動用資機材の募集および整備 

 ①第１回大阪府北部地震及び台風２１号災害に係る災害ボランティア・ＮＰＯ活動サ 

ポート募金を財源とした助成事業を活用し、災害ボランティア活動用資機材の整備を 

行った。 

②第２回大阪府北部地震及び台風２１号災害に係る災害ボランティア・ＮＰＯ活動サ 

ポート募金を財源とした助成事業を活用し、災害ボランティア活動用資機材の整備お  

よびブルーシート張り講習会を開催すべく助成申請を行った。 

 

（５）ソーシャルネットワーキングサービスを活用し、災害ＶＣや災害ボランティア活動  

に関する情報提供を行った。 

  ①ツイッター（https://twitter.com/ksyakyousaigaiv ） 

  ②フェイスブック（https://www.facebook.com/kawachinaganosisaiga ivc ） 

    

（６）市地域防災訓練等での災害ＶＣの市民への周知・啓発活動 

   福祉委員を対象に日赤講習会を開催し災害ＶＣの周知・啓発活動を行った。 

 

（７）被災地への災害ボランティア活動および実地研修 

   全国各地で発生した災害に対し、災害ボランティア活動及び実地研修を行うととも  

に、大阪府社協および被災地社協と連携し被災地復旧復興支援活動を行った。 

  ①令和元年台風１９号への対応 

月 日 内     容 

１０月２９日～ 

１１月３日 

郡山市災害ＶＣ応援派遣として本会職員を派遣し、災害ＶＣ運営各セク

ションにおける業務、ニーズ調整、各ボランティアとの支援活動等を行

った。 

１１月１５日～ 

１１月１７日 

河南ブロック市町村社協連絡会主催の被災地支援災害ボランティアバ

スに参加し、長野市北部災害ＶＣに於いて被災者支援活動を行った。 

 

（８）おおさか災害支援ネットワーク（ＯＳＮ）への参加 

   おおさか災害支援ネットワーク（以下、「ＯＳＮ」という。）とは、災害時に効果的

な連携を果たすために、「お互いを知ることからはじめよう」を合言葉に集まった災害

時に何らかの支援活動を行う各種団体のネットワークのことをいい、平成２６年７月

９日開催のネットワーク会議から今年度で１６回目の開催となり、社協ではＯＳＮに

参画し各種団体との連携を図った。 

ネットワーク会議への参加状況 

月 日 開催場所 会 議 の 内 容 

２月１４日 おおさか 

パルコープ 

第１６回大阪災害支援ネットワーク会議 

・実践報告「同時多発水害における長野県、福島県

事例実践から災害時における広域ネットワークの
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あり方について」 

・グループディスカッション 

 

（９）大阪府内社協災害担当職員会議への参加状況 

月 日 開催場所 会 議 の 内 容 

５月１５日 大阪府社会福祉

会館 

・「災害時の社協活動の成果と課題」講演 

・「災害支援の様々な視点から」ワールドカフェ 

１０月２４日 大阪社会福祉指

導センター 

・災害 VC運営支援者スキルアップ研修会 

１２月２０日 大阪社会福祉指

導センター 

・「ｅコミュニティプラットフォーム」操作研修会 

２月２５日 大阪社会福祉指

導センター 

・災害 VC運営支援者意見交換会 

 

 

（１０）その他 

月 日 開催場所 内 容 

１１月１２日 障がい者福祉

センターあか

みね 

交野市倉治区財産区議員・倉治区役員研修会 

１２月７日 福祉センター

さやま荘 

大阪狭山市災害ボランティアネット研修会 

２月１９日 防災科学技術

研究所研修室 

被災地における支援情報の利活用に関する検討会 

 

７．在宅福祉事業 

在宅福祉事業では、利用者が住み慣れた地域で生活を送ることができるよう、入院

時・退院時の医療や介護、福祉など多職種連携を重視した支援を行った。また、日常的

に毎日行う家事に利用者が参加する「生活リハビリ」を実践し、重度化予防やＱＯＬ（生

活の質）の向上のための支援に取り組んだ。 

障がい者支援では、新たに障がい支援区分認定調査を実施し、利用者の生活全般の状

況を把握し、抽出した課題解決に向けた個別支援計画などの作成を行った。 

 

（１）居宅介護支援事業 

介護保険制度により、要介護者、要支援者が介護サービスなどを適切に利用できる 

よう支援計画の作成を行った。また、有効期間満了などの要支援・要介護者に対し要

介護等認定調査業務の受託業務を実施した。 

① 居宅介護支援事業                  （単位：件） 

認定区分 令和元年度 平成 30 年度 前年度対比 

要介護者 1,050 1,278 - 228 

②介護予防支援事業                  （単位：件)  

認定区分 令和元年度 平成 30 年度 前年度対比 

要支援者 522 488 34 
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③要介護等認定調査                  （単位：件） 

市町村名 令和元年度 平成 30 年度 前年度対比 

河内長野市 242 171 71 

他市町村 5 5 0 

合  計 247 176 71 

（２）訪問介護事業、介護予防・日常生活支援総合事業 

利用者の心身の状況、その置かれている環境に応じて、重度化予防に視点を置き、

個々に合わせたきめ細やかなサービスを提供した。 

① 訪問介護事業 

令和元年度 平成 30 年度 前年度対比 

回 数 時間数 回 数 時間数 回 数 時間数 

11,175 11911：40 13,509 14019：45 - 2,339 - 2099：20 

② 介護予防・日常生活支援総合事業 

令和元年度 平成 30 年度 前年度対比 

回 数 時間数 回 数 時間数 回 数 時間数 

4,180 3,172：15 4,982 3,793：30 - 823 637：00 

 

（３）障がい者総合支援事業 

障がい者が安心して地域生活が送れるように、精神面も含めたサポートを行った。

また、個々の障がい者に即したサービス等利用計画などを作成し、適切なサービス

を提供した。 

① 居宅介護事業 

令和元年度 平成 30 年度 前年度対比 

回 数 時間数 回 数 時間数 回 数 時間数 

13,454 17,980：45 13,681 19,044：00 - 227 - 1063：15 

② 同行援護事業 

令和元年度 平成 30 年度 前年度対比 

回 数 時間数 回 数 時間数 回 数 時間数 

2,314 11,709：30 2,389 11,780:30 - 75 - 71：00 

③ 重度訪問介護事業 

令和元年度 平成 30 年度 前年度対比 

時間数 時間数 時間数 

1119：10 939：30 179：40 

④ 地域生活支援事業（移動支援） 

令和元年度 平成 30 年度 前年度対比 

回 数 時間数 回 数 時間数 回 数 時間数 

4,106 20,371：00 4,348 20,586:00 - 242 - 215：00 

 

⑤ 行動援護事業 

令和元年度 平成 30 年度 前年度対比 

回 数 時間数 回 数 時間数 回 数 時間数 

52 296：30 35 188：30 17 108：00 

 

 



 18 

⑥ サービス等利用計画                 （単位：件） 

種別 令和元年度 平成 30 年度 前年度対比 

新規支援計画 137 143 - 6 

継続支援計画 137 148 - 11 

新規支援計画 

( 初回加算あり)  

3 6 

 

- 3 

 

新規+継続支援計画 0 6 - 6 

  ⑦障がい支援区分認定調査（単位：件） 

 令和元年度 平成 30 年度 

河内長野市 30  

 

（４）生活応援サービス（制度外サービス） 

   介護保険制度など制度上では対応できない利用者の要望に対して、実費の事業とし

てサービスを提供した。 

令和元年度 平成 30 年度 前年度対比 

回 数 時間数 回 数 時間数 回 数 時間数 

240 235：50 298 312：55 - 58 - 77：05 

（５）受託事業 

   河内長野市訪問型Ａ事業従事者研修事業を受託し、新たな介護サービスの担い手の

養成に取り組んだ。 

   令和元年度 平成 30 年度 前年度対比 

開催月 10 月 3 月※ 10 月 3 月  

参加人数 11 人 19 人 8 人 

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

（６）総合的事業  

①特定事業所加算算定に向けた調査・研究を実施  

②地域福祉活動への職員派遣（3 月中止） 

③同行援護従事者従事者養成研修などへの職員講師派遣を実施 

④全体研修会実績 

開催日 場所 テーマ 

５月２４日 ノバティホール ・記録の書き方について・接遇 

・利用者のプライバシー保護の取組みについ

て 

・事故発生等緊急時の対応 

・事故再発防止（リスクマネジメント） 

９月１３日 ノバティホール ・ストレスチェック 

・感染症( インフルエンザ)・食中毒予防対策

及びまん延防止 

・講演会「障がい者にとってのヘルパーの役

割」 

３月１３日 

※ 

ノバティホール ・認知症及び認知症ケア 

 資料配布後、レポート提出により周知を図

った。 

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 
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⑤ 勉強会実績 

開催日 場所 テーマ 

１０月７日 市町diary
ダイアリー

 ・調理実習( 利用者と共に行う)  

⑥年２回、情報紙「華」を発刊（７月・１月） 

⑦利用者アンケート調査を実施（８月） 

⑧介護サービス情報公表及び障がいサービス情報公表の実施（１０月・２月） 

⑨法令遵守のため、定期的な自主点検・自己評価を実施（６月・１月・３月） 

⑩職員のスキルアップのため、各種研修会を受講した。 

月 日 開催場所 研修内容 
参加

人数 

4 月 22 日～

5 月 27 日 

（5 日間） 

大阪社会福祉指導セ

ンター 

市町村社協新任職員研修 ２ 

5 月 10 日 松原市文化会館 居宅サービス事業者等集団指導 ２ 

5 月 13 日 大阪府社会福祉会館 福祉・介護サービス理念、倫理研修 １ 

5 月 30 日 松原市文化会館 障がい者総合支援制度における集団指導 ２ 

5 月 30 日 河内長野市役所 人権研修 １ 

6 月 6 日 クレオ大阪 感染症・食中毒予防対応策講習会 １ 

6 月 18 日～

9 月 19 日 

（8 日間） 

大阪ＹＭＣＡ会館 介護支援専門員更新研修Ⅱ ２ 

6 月 20 日 市民交流センター 認知症の人の支援を考える ２ 

7 月 12 日 市民交流センター 多職種連携研修会・調理実習 ２ 

7 月 19 日 市民交流センター 認知症夫婦へのチームケア・事例検討 ２ 

8 月 19 日 大阪社会福祉指導セ

ンター 

市町村社協中堅者職員研修会 ２ 

8 月 22 日・ 

10 月 31 日 

（2 日間） 

市民交流センター アンガーマネジメント研修 

基礎編・実践編 

２ 

9 月 18 日 河内長野市役所 給付適正化事業・ケアプランチェック ５ 

9 月 24 日 平野区民センター 大阪市移動支援事業者集団指導 １ 

9 月 25 日・ 

10 月 3 日 

（2 日間） 

ドーンセンター 大阪府強度行動障がい支援者養成研修・基礎

編 

１ 

9 月 25 日 ゆびすい本社ビル 介護事業所におけるハードクレーマー対応 

特定処遇改善加算対応セミナー 

２ 

10 月 19 日 ノバティホール クレプトマニアという病気の理解と治療に

ついて 

４ 

10 月 21 日 エル・おおさか 介護事業のための労務管理セミナー １ 

10 月 26 日 河内長野市医師会館 高齢者、認知症患者をめぐる法的問題 ２ 

11 月 8 日～ 

11 月 29 日 

ビッグ・アイ 大阪府相談支援従事者現認研修（3 日間） ２ 

11 月 14 日 クレオ大阪 感染症予防対策講習会 １  

11 月 18 日 関西大学梅田キャン ケアマネジャーとサービス提供責任者の適 １ 
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パス 切な連携について 

11 月 19 日 市民交流センター 権利擁護研修・事例を通して学ぶ法律知識 ２ 

12 月 10 日・ 

12 月 16 日 

（2 日間） 

たかつガーデン 大阪府強度行動障がい支援者養成研修（実践

編） 

１ 

12 月 13 日  市民交流センター 就労移行研修会・不安を力に変えるセルフコ

ントロール術 

１ 

12 月 13 日 西成区民センター 多様性と介護支援専門員の職業倫理 １ 

1 月 18 日 ノバティホール 医療・介護連携のための多職種連携研修会 ２ 

 1 月 28 日 大阪工業大学梅田キ

ャンパス 

大阪府認知症介護基礎研修 １ 

 1 月 29 日 河内長野市役所 自立支援型ケアマネジメント研修 １ 

  

 ⑪河内長野市訪問型Ａ事業に取り組んだ 

⑫令和元年度市町diary
ダイアリー

利用状況                 

   

     

 4 9 3 6 

 4 16 3 7 

 4 15 3 8 

 6 15 5 9 

 6 18 4 8 

 6 16 3 6 

 6 17 4 8 

 6 17 4 7 

 5 15 2 4 

 5 15 3 5 

 4 14 3 7 

 0 0 3 7 

 56 167 40 82 

   ※利用団体：ごはんや day、げんきや day、楽々や day、ソーイング、ピアはーと他 

 

⑬毎月１回、市立福祉センターにおいて「福祉なんでも相談」を実施。 

 

８．市立福祉センター「錦渓苑」管理運営事業 

福祉センターの利用登録者数は７，１００人を越え、１日平均約２０２人の方が利用

されており、利用ニーズに応じた事業を展開するため、利用者へのアンケートや当事者

団体からの聞き取りなどにより利用者の満足度が増すような事業の取り組みを強化した。 

さらに、モニタリングによる自己評価を行うとともに運営委員会を開催し、有識者や

当事者団体などの意見を反映し、サービスの向上を図った。 
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特に、３０年を超える福祉センターの管理運営の実績とノウハウを活かし、利用者の

立場に立ったより良いセンター管理運営を行った。 

なお、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、３月２日より臨時休館に伴い、ク  

ラブ・教室などの事業については中止した。 

 

①施設利用状況                       ( 単位：人)  

月 開館日 
利用者数 

男 女 計 １日平均 

４月 24 3,028 2,258 5,286 220 

５月 22 2,549 1,987 4,536 206 

６月 26 3,043 2,197 5,240 202 

７月 25 2,887 2,151 5,038 202 

８月 26 2,718 1,766 4,484 172 

９月 23 2,647 2,033 4,680 203 

１０月 25 2,698 1,994 4,692 188 

１１月 24 2,834 2,163 4,997 208 

１２月 23 2,860 2,138 4,998 217 

１月 22 2,793 2,038 4,831 220 

２月 23 2,574 1,806 4,380 190 

３月 1 107 69 176 176 

令和元年度合計 264 30,738 22,600 53,338 202 

平成３０年度合計 291 35,459 26,677 62,136 214 

②浴場利用状況                       ( 単位：人)  

月 開館日 
利用者数 

男 女 計 １日平均 

４月 24 1,686 935 2,621 109 

５月 22 1,445 861 2,261 103 

６月 26 1,643 871 2,514 97 

７月 25 1,594 855 2,449 98 

８月 26 1, 530 780 2,310 89 

９月 23 1,346 760 2,106 92 

１０月 25 1,484 839 2,323 93 

１１月 24 1,615 866 2,481 103 

１２月 23 1,559 894 2,453 107 

１月 22 1,479 799 2,278 104 

２月 23 1,470 804 2,274 99 

３月 1 73 50 123 123 

令和元年度合計 264 16,924 9,314 26,236 99 

平成３０年度合計 291 19,456 11,339 30,795 106 

（１）生きがいづくり 

生涯学習および教養の向上を図るため、利用者のニーズに添った講座を開催すると

ともに、センターで過ごす時間が利用者の生きがいとなるよう下記の事業を実施した。 

 

≪講座開催状況≫                         ( 単位：人)  
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令和元年度 平成３０年度 

講座名 
参加

人数 
実施期間 講座名 

参加

人数 
実施期間 

健康運動教室 

10 4/18～9/26 

健康運動教室 

10 4/5～9/27 

10 10/3～3/26 10 10/4～3/ 28 

ロビーコンサート 94 7/6  ロビーコンサート 101 6/30 

フラダンス教室 11 10/16～11/27 フラダンス教室 9 10/10～11/21 

囲碁将棋大会 33 1/29 囲碁将棋大会 30 1/29 

カラオケ発表会（中止） 0 2/22 カラオケ発表会 160 2/16 

教養講座（はじめての

かんたんスマホ） 
19 11/22・29 教養講座（終活） 44 3/17 

おりがみ教室 13 8/3・10 おりがみ教室 15 2/19 

変わり風呂（あひる湯） 79 9/16 
レザークラフト 

体験講座 
5 8/23 

   陶芸教室 9 4/20～9/21 

合計 269  合計 393  

 

（２）健康増進および相談事業の拡充 

理学療法士・看護師による健康運動教室、血圧測定、機能回復維持訓練を行うとと

もに医師やケアマネジャー、地域ＣＳＷによる福祉なんでも相談を実施した。 

①機能回復維持訓練の実施 

疾病・負傷により心身の機能低下を招いている利用者の機能の維持回復を図り、日

常生活の自立を助けるために、理学療法士および看護師による訓練指導を実施した。  

 ≪機能回復維持訓練実施状況≫             ( 単位：人)  

月 
令和元年度 平成３０年度 

男 女 計 男 女 計 

４月 5 24 29 7 21 28 

５月 6 22 28 8 20 28 

６月 3 23 26 6 12 18 

７月 3 20 18 6 15 21 

８月 3 15 23 9 14 23 

９月 2 14 16 3 6 9 

１０月 4 27 31 6 16 22 

１１月 4 19 23 12 27 39 

１２月 1 14 15 5 14 19 

１月 2 13 15 5 12 17 

２月 2 20 22 6 16 22 

３月 0 0 0 3 13 16 
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合計 35 211 246 76 186 262 

②血圧測定の実施 

利用者の健康に対する不安を解消するため、看護師による血圧測定を月２回（第２・

４水曜日）実施した。 

≪血圧測定実施状況≫                  ( 単位：人)  

月 
令和元年度 平成３０年度 

回数 男 女 計 回数 男 女 計 

４月 2 7 12 19 2 5 6 11 

５月 2 10 5 15 2 8 5 13 

６月 2 10 9 19 2 5 9 14 

７月 2 12 7 19 2 7 9 16 

８月 2 10 8 18 2 8 8 16 

９月 2 10 9 19 2 9 11 20 

１０月 2 10 12 22 2 6 12 18 

１１月 2 7 5 12 1 5 3 8 

１２月 2 6 9 15 1 2 7 9 

１月 2 4 5 9 2 10 7 17 

２月 2 4 7 11 2 12 9 21 

３月 0 0 0 0 2 9 9 18 

合計 22 90 88 178 22 86 95 181 

③福祉なんでも相談の実施  

利用者の健康や困りごとなど生活全般に対する不安を解消するため、ケアマネジャ

ー、地域ＣＳＷ、医師による福祉なんでも相談を実施した。（毎月第２水曜日） 

≪福祉なんでも相談実施状況≫              ( 単位：人)  

月 
令和元年度 平成３０年度 

男 女 計 男 女 計 

４月 1 2 3 0 1 1 

５月 0 0 0 0 1 1 

６月 1 1 2 0 1 1 

７月 0 2 2 0 2 2 

８月 1 0 1 1 1 2 

９月 2 0 2 1 2 3 

１０月 1 1 2 0 1 1 

１１月 1 2 3 1 1 2 

１２月 1 2 3 2 1 3 

１月 0 1 1 1 1 2 

２月 1 0 1 0 0 0 

３月 0 0 0 0 1 1 

合計 9 11 20 6 13 19 

 

（３）自主活動の拠点づくり 

センタークラブが自主活動として、活発に活動できるよう支援を行うとともに、新

規利用者や加入希望者への紹介を行った。また、各センタークラブの紹介ポスターを

館内に掲示し活動をＰＲした。 

さらに、年々増加傾向にある、センタークラブ以外の１０人以上で構成する各種団
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体・グル－プ・サ－クル・同好会に対し活動の場を提供した。 

 ≪センタークラブ活動状況≫                  ( 単位：人)  

クラブ名 活動日 活動場所 会員数 

あみもの 第１・３（金） サークル１ 17 

生け花（すずらん会） 第２・４（火） サークル２ 9 

カラオケ歌謡会 第３（水） 菊の間 15 

カラオケ平成会 第２（土） 菊の間 18 

カラオケみちづれ 第３（金） 菊の間 13 

茶道（裏千家） 第１・３（木） 洗心亭 4 

詩吟クラブ 第１・３（水） サークル１ 12 

書道 第２・４（土） サークル２ 21 

水彩画クラブ 第２・４（水） サークル３ 18 

水墨画（午前） 第１・３（木） サークル２ 11 

スワンダンスクラブ 第１・３（土） サークル２ 19 

太極拳 第２・４（木） サークル２ 18 

大正琴 第２・４（火） 大広間 17 

民踊錦渓会 第２・４（土） 楠の間・福寿の間 7 

手描き友禅 第２・４（金） サークル１ 10 

陶芸クラブ※ 第１・３（木） サークル３ 6 

ヨガクラブ 第２・４（火） 訓練室 16 

レザークラフト 第１・３（金） サークル２ 6 

レッツダンス 第１・３（水） サークル２ 10 

※陶芸クラブは、初心者教室の参加者が教室終了後、クラブとして最長２年間のみ活動

している。 

 

（４）新規事業および自主事業の企画と実施 

利用者へのアンケート調査を基に、利用者が新しいことへチャレンジする企画とし

て、「おりがみ教室」を実施した。 

また、健康増進と新たな趣味づくりを目的に、「フラダンス教室」の教養講座の実施。 

さらに、スマートフォンの普及に伴い高齢者の使用率も高まっているが、操作に悩

む高齢者も多くいるため講座を開催した。また、講座を開催したことで新規の利用登

録につながった。 

 

講 座 名 参加人数 開 催 日 

 はじめてのかんたんスマホ講座 １９ １１月２２日・２９日 

 

（５）情報の提供 

①ホームページの更新（http://business4.plala.or.jp/kinkeien/ ） 

毎月ホームページを更新し、広報啓発を行った。 

②広報紙「錦渓苑だより」の発行 

２ヶ月に一度、福祉センターの事業内容や予定を掲載した広報紙「錦渓苑だより」

を発行し情報提供を行うとともに、利用者の拡大をめざし市役所および各公民館、民

間福祉施設など市内各所に配布、設置した。   （発行部数 １回：２，０００部） 
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③日常生活における情報提供 

河内長野市で高齢者などに対する詐欺が増加していることから、詐欺被害を未然に

防止するため、河内長野警察とともに啓発活動（チラシ配布）を行った。 

 

（６）浴場設備の安全衛生管理 

   社会福祉施設におけるレジオネラ菌防止対策（厚生労働省通知）を遵守するととも

に、保健衛生管理・安全対策として水質維持・管理を図るため、浴場関連設備および

貯湯槽の清掃・洗浄、１日４回の塩素濃度検査による塩素消毒の徹底を行い、利用者

への衛生面に配慮した施設管理運営を行った。 

 

（７）送迎バスの運行 

利用者の利便性を確保するため、市内巡回・単位老人クラブ・市内主要駅（河内長

野・千代田・三日市町・美加の台の４駅）への送迎バスを運行した。 

≪市内巡回送迎バス利用状況≫ 

                   （単位：人） 

                
曜日 

地区名/ 月 
４

月 

５

月 

６

月 

７

月 

８

月 

９

月 

10

月 

11

月 

12

月 

１

月 

２

月 

３

月 

R1 

合計 

H30 

合計 
第

１・３

火 

千代田東 12 11 10 5 15 4 1 13 13 9 10 0 103 87 

千代田西 24 27 28 19 30 17 16 20 29 29 22 0 261 359 

第

１・３

木 

天野・旭ヶ丘 11 6 9 9 4 8 8 9 6 4 9 0 83 87 

青葉台・加賀田 29 14 31 23 25 41 32 33 30 12 29 0 299 329 

第

１・３

土 

川上・楠台 6 2 5 5 6 5 4 6 5 3 7 0 54 59 

南ヶ丘・南花台 39 19 33 34 38 36 38 38 42 18 36 0 371 400 

第

２・４

火 

小山田・緑ヶ丘 23 15 25 24 28 8 17 22 15 9 5 0 191 199 

荘園・寺ヶ池 13 18 13 19 11 7 7 22 17 6 6 0 139 192 

楠翠台・向野町 8 10 6 4 8 2 3 6 6 4 3 0 60 53 

第

２・４

木 

高向・滝畑 17 17 10 8 18 12 10 11 11 11 9 0 134 201 

長野・楠ヶ丘 10 13 11 19 15 13 18 12 8 10 11 0 140 144 

第

２・４

土 

天見・楠台 16 8 9 8 7 21 9 6 5 16 14 0 119 141 

美加の台・清見台 20 16 16 11 20 16 6 12 6 12 13 0 148 189 

合計 228 176 206 188 225 190 169 210 193 143 174 0 2,102 2,440 

 

≪第５週バス運行実績≫ 

第１便：千代田駅～河内長野駅 

第２便：美加の台駅～三日市駅 

 運行回数 乗車人数 

令和元年度 10 257 

平成３０年度 10 285 

 

 

 

≪単位老人クラブ送迎利用状況≫ 
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月 
令和元年度 平成３０年度 

回数 乗車人数 回数 乗車人数 

４月 5 172 4 157 

５月 2 209 4 98 

６月 6 221 4 181 

７月 6 202 5 170 

８月 5 146 3 61 

９月 5 237 5 195 

１０月 5 129 4 84 

１１月 5 143 5 152 

１２月 4 148 6 216 

１月 6 344 5 326 

２月 3 69 5 141 

３月 0 0 4 92 

合計 52 2,020 54 1,873 

≪市内主要駅送迎利用状況≫               （単位：人） 

月 河内長野 千代田 三日市 美加の台 
令和元年度 

合計 

平成３０年度 

合計 

４月 2 111 44 37 194 209 

５月 1 94 39 32 166 185 

６月 4 113 39 35 191 187 

７月 1 117 23 29 170 191 

８月 14 103 19 44 180 175 

９月 15 89 32 38 174 152 

１０月 13 104 31 38 186 185 

１１月 8 114 41 30 193 165 

１２月 13 108 34 38 193 166 

１月 10 90 25 26 151 140 

２月 17 107 22 26 172 181 

３月 0 0 0 0 0 193 

合計 98 1,150 349 373 1,970 2,129 

 

（８）福祉センターまつりの開催 

   １２月７日にセンタークラブの日頃の活動の成果を発表する場として、センターま

つりを開催した。 

   事前準備では、センタークラブ員による施設ボランティア活動により、館内のスリ

ッパの清掃を行うとともに、福祉センターまつりでの舞台発表の進行が円滑に進めら

れるように参加グループとの調整を行った。 

当日は、センタークラブの舞台発表や展示を中心に、マジックショーや各種団体協

力のもと、模擬店、河内長野市作業所連絡協議会の授産品販売、シルバー人材センタ

ーの手作り品販売などを行うとともに、センタークラブ以外の自主サークルにも活動

発表の場を提供し、利用者相互の交流を深めることができた。 

 

（９）周知・啓発事業の開催 

センターを次世代の利用者をはじめ広く市民に知っていただくことを目的に、ロビ 

 

ーコンサートやセンターまつりなど利用制限を解除した事業を実施した。 
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（10）福祉センター運営委員会の開催 

   運営の適正化を図るため、有識者や当事者団体の代表、市民の代表などからの意見

を随時取り入れた。 

 

(11) 福祉団体の支援 

      市老人クラブ連合会、市母子福祉会の事務局として活動を支援するとともに、セン

ター事業に積極的に協力をいただいた。 

 

（12）避難訓練の実施 

   福祉センター利用者と社協の自衛消防隊が合同で避難訓練を実施した。 

 

   

 

 

 

(13) 避難所の開設 

      防災・減災には事前の避難が有効であることから、行政と連携を図り避難所を開設

し自主避難者を受け入れた。 

    ≪開設の原因および開設日と人数≫        （単位：人） 

   

 

 

 

 

（14）各種研修会や講習会の受講                  （単位：人） 

月 日 開催場所 研修内容 
参加 

人数 

6 月 6 日 クレオ大阪中央 令和元年度感染症・食中毒予防対策講

習会 

１ 

11 月 6 日 市役所 市有施設維持管理研修会 

～施設の日常点検の重要性について～ 

１ 

2 月 21 日 

 

市役所 職員人権研修 

～インターネットと人権～ 

１ 

 

９．障がい者福祉センター「あかみね」デイサービス事業 

障がい者福祉センターは、河内長野市内在住の障がい者と地域との自由な交流を通

じて障がいを正しく理解していただくとともに、引き続き障がい者福祉の拠点として

の役割を果たすべくセンター機能の充実を図った。また、障がい者のニーズに応じた

事業を行い、個々の状況に応じた対応や教室・クラブのさらなる充実をボランティア

とともに展開し、各活動の自立化と支援を積極的に行った。さらに、障がい児の日中

実施日 参加者数 対象 

７月２４日 １６ 社協職員 

２月１８日 ３６ センター利用者・社協職員 

 開  設  日 避難者数 

大雨 ７月 ３日～４日 ０ 

台風１９号 １０月１２日 ２ 
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活動の場の提供を通じて、課題の把握と専門家による社会的場面での困難さの改善に

対する支援を家族などと協同で行った。また、福祉教育の支援強化や高齢化する障が

い者などが心豊かにいきいきと活動できる場を試行的に実施した。 

併せて、指定福祉避難所としての役割や障がい者および支援者の方々が日頃の備え 

や災害に対する認識を高めるために「防災・避難訓練」を実施するとともに、河内長 

野市と協議を行い、指定避難所設置運営マニュアル策定に向けた準備や必要な物資・  

機材の調整などを行った。 

 なお、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、３月３日より臨時休館に伴い、 

クラブ・教室などの事業については中止した。 

 

障がい者福祉センター利用者数合計         （単位：人） 

 重 度 中 度 軽 度 小 計 その他 
令和元

年度 

平成 30

年度 

前年度

対比 

クラブ・教室 2,684 1,699 310 4,693 3,731 8,424 9,588 - 1,164 

貸    室 573 903 42 1,518 2,526 4,044 4,646 - 602 

生 活 介 護 1,797 884  2,681 47 2,728 2,953 - 225 

そ  の  他 2,611 195 2,806 2,875 - 69 

合   計 11,503 6,499 18,002 20,062 - 2,060 

 

（１）機能訓練および社会適応訓練         （開催回数：２６７回、参加者１，９２０人） 

①機能訓練 

ア 館内事業 

各クラブ・教室を開催した。（カラオケ・料理など） 

・デイサービス利用者対象個別訓練 

毎週火曜日、金曜日に障がい者の健康維持・機能運動・生活相談を実施し、デイ

サービス事業のクラブ・教室の参加者との相談や参加へとつなげた。   

    （登録者数２８人） 

イ 館外事業 

・福祉センターに理学療法士を派遣し、介護予防訓練や機能回復維持訓練を実施し

た。 

②社会適応訓練 

障がい者の社会活動への参加と自立を促進するため、個別支援事業と集団支援事業 

を実施した。 

ア 個別支援事業 

パソコンクラブを実施した。 

イ 集団支援事業 

カラオケ教室・クラブ、料理教室、手作りパン教室、エンジョイくらぶ、ミニ

ＳＬ制作クラブを実施した。 

ウ その他 

・精神障がい者対象事業 

「ちょっとで」を実施した。 

（卓球、ソフトバレー、昼食作り＆カラオケ） 
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・知的障がい者対象事業 

音楽教室、スポンジテニスクラブ、フライングディスク教室、ペアグラウンド

ゴルフ大会を実施した。 

 

（２）創作活動および更生訓練         （開催回数：３８０回、参加者２，５５２人） 

充実した日常生活を過ごせる場を提供するとともに、喜びを実感できる創作活動お

よび更生訓練などを通じ社会参加の促進を図り、各活動の自立化を行った。 

①創作活動 

ペイント＆クラフト、フラワーアレンジメント、書道、創作、絵画、手織り、陶芸 

などのクラブ・教室を開催した。 

②更生訓練 

障がい者の健康増進と社会参加の促進を図るため、各種相談事業・レクリエーショ 

ン事業を実施した。（音楽・映画鑑賞・グラウンドゴルフ・茶道などのクラブ、教室） 

 

（３）講座・講習会の開催について         （開催回数：２３８回、参加者３，８９０人） 

心豊かに楽しくいきいきとした日常生活が送れるよう、講座・講習会を開催した。 

ア ウィンターフェスティバル２０１９『あかみねソニック』を開催した。 

（１２月１４日、参加者１１０人）       

イ 『ボランティア講習会』を開催した。 

・講 師：河内長野市社会福祉協議会 地域福祉課  柏木 龍二氏 

（２月７日、参加者３６人） 

ウ 『ＩＴ講習会』ワード初級講座を開催した。 

（延べ、６１人） 

エ ボッチャ、大正琴、卓球、ボールエクササイズなどの教室を開催した。 

（延べ、３，６８３人） 

 

（４）医療、福祉、生活相談                     （開催回数：５０回、参加者１００人） 

専門医（整形外科医・精神科医）による医療相談や看護師・理学療法士による健康・

生活相談などを実施した。 

①医療相談 毎月１回、専門医師の相談を実施した。 

ア 整形外科医相談（偶数月）みやざき整形外科 宮﨑医師 

イ 精神科医相談 （奇数月）老寿サナトリウム 北畑医師 

②健康・生活相談 

看護師および理学療法士が健康・生活相談を月１回実施した。 

③リハビリ相談   

理学療法士による生活、心身、福祉用具、家族の介護などの相談を実施した。 

④看護処置・看護相談 

 看護職員によるケガなどの応急処置や看護に関する相談を実施した。 

 

（５）市民啓発事業               （開催回数：１３回、参加者５６９人） 

①館内事業 

各教室、クラブ、行事（団体交流事業・ウィンターフェスティバル２０１９）など 

を開催し、交流の場を提供することで、障がいに対する理解を促進した。また、各種
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学校などと連携し福祉教育・交流の場を提供した。 

ア 小中学校の職場体験 

・小山田小学校より児童を受け入れた。（延べ、２０人） 

・長野中学校より生徒を受け入れた。（延べ、６人） 

イ 大学生の実習 

・桃山学院大学より受け入れた。（延べ、７人） 

   ウ 小学校への訪問・交流 

    ・清教学園高等学校へ当事者と訪問し、ボッチャおよび講話を通じて障がいに対

する理解を深め、交流を行った。（延べ、４０人） 

    ・川上小学校教員および河内長野市教育委員会を通じての教員を受け入れ、人権

研修を実施した。（延べ、１７人） 

②館外事業 

「電車で行こう」で高野山散策を実施し、人とのふれ合いの中での障がい者に対す

る理解の促進やバリアフリー環境の変化を体験した。（１０月３１日、参加者１０人） 

③ホームページ 

ホームページを定期的（毎月）に更新し、広く情報提供を行うとともに新規利用者 

の拡大を図った。 

 

（６）ボランティア養成およびグループ活動支援 

クラブ・教室などで活動しているボランティアに施設ボランティアコーディネータ

ーがあかみね行事への参加協力を促し、個別およびグループでの支援活動を促進した。 

 

（７）障がい者福祉センター運営委員会の開催 

   運営委員会を開催し、各委員からの意見を反映し、サービスの向上を図るとともに

運営の適正化を行った。 

 

（８）福祉団体の支援 

①団体交流事業で各障がい者団体のＰＲを行った。 

「第１４回さぁ、秋だ！“みんなおいでや”」を実施し、障がい体験コーナーなどで 

障がい者間の交流や市民への正しい障がい理解の場を提供した。 

（９月１日、参加者３８８人） 

②市身体障害者福祉会、市心身障害児・者父母の会の事務局として活動を支援した。  

 

（９）その他必要な事業     （開催回数：１３回、参加者１６９人） 

①日中一時支援事業（あかみねウキウキ企画）およびＳＳＴ（社会技能訓練）の実施  

夏休み中の知的障がい児童を対象に工作、牛乳パック・タコ糸や糸の芯を使いオリジ

ナル気球づくりや運動遊びとして、ボッチャとヨーヨー釣りを楽しんだ。また、大阪

府立大学の立山清美氏とともに作業療法相談およびＳＳＴを開催し、障がい児の社会

的場面での困難さの改善に対する支援を保護者と協同で行った。 

②外出事業 

ア バスツアーを新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止した。 

・黒壁スクエアとヤンマーミュージアム（滋賀県） （３月１４日） 

③大会参加への支援 
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大会などへの参加に向け、クラブ・教室で練習会を開催するとともに、参加者への 

意欲の高揚と支援を行った。 

ア 館内事業 

・グラウンドゴルフ大会         （５月２０日、延べ参加者２４人） 

・ペアグラウンドゴルフ大会         （５月１８日、延べ参加者４８人） 

・ふれあい卓球大会      （１０月２６日、参加者４４人） 

イ 館外事業 

・大阪ボッチャ大会               （１１月２３日、参加者３人） 

・ファインプラザ大阪卓球大会           （２月１１日、参加者８人） 

④送迎バスの運行およびタクシー補助事業 

センター利用者の利便性の向上を図るため、送迎バスの効率的な運行やタクシー補 

助事業の実施および貸室の利用者への対応を行った。 

ア 送迎バス利用者数合計                  （単位：人） 

 
朝迎え 昼迎え 15時送り 16時送り 

令和元

年度 

平成 30

年度 

前年度

対比 

ルート送迎 516 753 943 253 2,465 2,173 292 

イ タクシー補助事業  

・利用件数は、２１０件あった。（登録者数４２人・前年度２４３件） 

⑤虐待防止や権利擁護などについての研修に参加するとともに内部研修を実施した。  

令和元年度 職員のスキルアップ研修会などへの参加状況 

月 日 開催場所 研修内容 
参加

人数 

6 月 4 日 クレオ大阪中央大

ホール 

感染症・食中毒予防対策講習会 １ 

6 月 12 日 

  13 日 

大阪社会福祉指導

センター 

サービスマナー・セミナー １ 

7 月 23 日 大阪社会福祉指導

センター 

市町村社協新任事務局長・管理職員研修会 １ 

8 月 21 日 市役所 アンコンシャスバイヤスと男女共同参画 

～メディアとのつきあい方から考える～ 

１ 

9 月 12 日 大阪社会福祉 

会館 

共生・福祉のまちづくり研修会「地域共生社

会の実現に向けて～伴走型支援の取り組み」 

１ 

10 月 16 日 大阪社会福祉指導

センター 

職場の悩める職員の発見・軽減の方法～自身

と現場に活かす～ 

１ 

11 月 2 日 

3 日 

関西大学 堺キャ

ンパス 

社会福祉士実習指導者講習会 １ 

11 月 6 日 

  23 日 

ビッグアイ・たか

つガーデン 

大阪府障がい者虐待防止・権利擁護研修 

 

１ 

11 月 15 日 すばるホール 年末調整説明会 １ 



 32 

11 月 16 日 市役所 市有施設維持管理研修「施設の日常点検の重

要性」について 

１ 

1 月 31 日 大阪府障がい者自

立センター 

大阪障がい者地域リハビリテーション連絡

会議「障害年金制度について」 

２ 

2 月 21 日 市役所 インターネットと人権 １ 

 

１０．障がい者福祉センター「あかみね」生活介護事業 

利用者の意思・人格を尊重し、自立した日常生活や社会生活を営むことができるよ

う個別支援計画を作成して、排せつおよび食事、移動の介護、創作的活動または生産

活動の機会の提供、その他の便宜を適切かつ効果的に行った。さらに利用者の心身状

況への対応については、関係機関などとともに連携を図りながら、生活相談も含みス

ムーズに利用できるように支援した。 

また、重度心身障がい者や強度行動障がい者および高齢化する障がい者などが安心

して利用できる体制づくりの充実を図った。（契約者数１７人[ 平成３０年度１８人] ） 

 

（１）個別支援計画の作成 

 利用者・家族などとの三者懇談を年２回実施し、支援内容・状況を説明するととも

に、新たなニーズを個別支援計画に反映した。その結果として、利用者に良質なサー

ビス向上の提供を行った。 

 

（２）身体などの介護 

日中活動をするうえで必要な排せつ・食事・移動などの介護を行った。また、医療

的ケアの必要な利用者に対し、医療的ケアの充実を図った。 

 

（３）生産活動 

手工芸品（レッスンバックなどのカバン・踏み台など）の作成・販売、パソコン印

刷( 名刺・カレンダー・年賀状など) および喫茶コーナーの運営を行った。 

①手工芸品の販売（市民サロン・「愛・いのち・平和展」・福祉センターまつりへの参 

加・「カフェドくすくす」への展示・販売） 

②内職（ごみシール封入作業） 

③印刷（名刺６２件・カレンダー５００冊・年賀状１０件・地域のチラシの作成１件） 

④喫茶（ウィンターフェスティバル２０１９への参加） 

 

（４）創作的活動 

    毎月、季節を感じ取れる集合作品を作成し、館内への展示を行った。また、利用者

の生活に役立てるため、個人の予定などが分かるような色分けしたカレンダーを作成

した。 

 

（５）機能訓練 

      嘱託医師や理学療法士の指導のもと、利用者の身体機能および日常生活能力の維持

向上を図った。 
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（６）生活相談 

生活面での向上を図るために、短期入所などを利用していない利用者とその家族な

どに対して、福祉サービスの情報提供を行うことでサービスの利用につなげた。また、

高齢化する障がい者などが安心して利用できる事業所づくりを行った。 

 

（７）健康管理 

嘱託医師の指導に基づき、看護師が脈拍・体温・体重測定などを行い身体の変化に

注意し健康管理を行い、身体の血行改善を目的に足浴・岩盤浴などを実施した。また、

来館時に手洗い・うがいを実施し、マスク着用をうながした。 

 

（８）訪問支援 

通所などができない状況になった利用者の自宅などへ訪問し、相談・支援などを行

った。 

 

（９）送迎サービス 

送迎バスを運行し、利用者の利便性の向上を図った。 

 

（10）前各号に掲げる便宜に附帯する便宜 

（２）から（９）に付帯する着替えおよび整容、その他日中活動上必要な介護・支援・ 

相談・助言などを行った。 

 

（11）その他必要な事業 

①判定会議（開催回数：０件） 

 内 容：新規の利用者が安心して通所していただくために、利用の適否に係る判定 

     に関し、医師・看護師・理学療法士・サービス管理責任者および関係者と 

協議などを行う。 

②教室・レクリエーション 

ア ボランティアの支援により、ヨガ教室を月３回開催し、利用者の健康維持増進

を図った。また、囲碁をしたい利用者に対しては、囲碁ボランティアが来館し、

月２回交流を行った。 

イ 軽スポーツ（ボッチャ・ボウリング・リアル野球盤など）、カラオケを実施した。 

 ウ 利用者間の交流を深めるために「クリスマス会」と調理実習として「押し寿司」

を実施した。 

③虐待防止や権利擁護などについての研修に参加するとともに内部研修を実施した。  

令和元年度 職員のスキルアップ研修会などへの参加状況 

月 日 開催場所 研修内容 
参加

人数 

5 月 15 日 

  20 日 

    21 日 

河内長野市社協 
（在宅福祉課・地域福祉

課・福祉センター） 

河内長野市社会福祉協議会新任職員研修 １ 

5 月 30 日 松原市文化会館 指定障がい福祉サービス事業者等集団指導 ２ 
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6 月 27 日 

9 月 12 日 

12 月 19 日 

大阪府社会福祉会館 業務研究会「総合的な福祉教育実践研究会」 １ 

10 月 19 日 ノバティホール 基幹相談支援センター主催研修会「クレプ

トマニアという病気の理解と治療につい

て」 

１ 

11 月 14 日 クレオ大阪 

（中央ホール） 

感染症・食中毒予防対策講習会 １ 

④生活介護ＰＲ活動・啓発 

あかみねウィンターフェスティバル２０１９で喫茶コーナー、授産品の展示・販売、 

バザーを行い、生活介護事業のＰＲや啓発を行った。 

 

１１．障がい者生活支援事業（ピアセンターかわちながの） 

河内長野市の障がい児・者および家族などの介護者が抱える課題を解決するため、

福祉サービスの利用支援、社会資源の活用や社会生活力を高めるための支援、ピアカ

ウンセリングなどを行った。また、福祉サービスを利用するにあたって必要なサービ

ス等利用計画を作成するとともに、地域における生活を支援するため、基幹相談支援

センターとして、在宅障がい者の自立と社会参加の促進を図った。 

   一方、相談支援事業を効果的に実施するため、自立支援協議会において、各種専門

部会での活動を進めるため、研修会や事業所見学会、アンケート調査などを実施し、

課題の抽出や部会の方向性を明確にするとともに専門性をより深めた。 

   また、全体会メンバーなどによる地域診断作業を行うことで、地域での事業効果等

の進捗状況が確認できた。 

 

（１）福祉サービスの利用援助 

    居住地域における施設などの利用の相談に対して、利用可能な施設の紹介および利

用援助を行った。 

①就労移行・就労継続支援事業所、短期入所の見学・面接の同行・支援 

②サービス等利用計画の作成および利用者と事業所に対するサービス調整 

（サービス等利用計画 １４５件 延べ支援回数 １７９７件） 

③ガイドブックの利用・活用支援 

 

（２）社会資源を利用するための支援 

    福祉機器等の福祉に関する情報提供やサービス利用についての相談に応じ支援を行

った。 

①福祉機器等の情報提供（ホームページに適宜掲載） 

  ②デイサービス、生活介護等の紹介・支援 

 

（３）社会生活力を高めるための支援 

    日常生活の問題についての相談に対して、アドバイスを行った。 

①生活課題のある障がい者との定期的な面談 
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  ②公共料金などの支払い 

 

（４）ピアカウンセリング 

①当事者相談を定期的に実施した。 

火曜日：聴覚障がい者 水曜日：肢体不自由 木曜日：視覚障がい者 

②ピアカウンセラー合同の相談を定期的に実施した。 

５月・１１月・３月 １３：００～１５：００ 

③日常生活および自立生活についてのアドバイスを行った。 

 

（５）専門機関の紹介 

     相談内容により、司法書士、消費生活センターなど専門機関への紹介や情報提供を

行った。 

 

（６）事業（イベント）および広報活動 

①事業（イベント） 

・ピアサロン事業の開催 

視覚：ボーリング、対面朗読、タブレット講習会、お楽しみ会（中止）など 

肢体：福祉用具（調理機器）の使い方動画作成など 

聴覚：お楽しみ会（花見）、ハーバリウム作成講座（肢体と合同）、調理実習（う

どん餃子は中止） 

合同サロン：卓球バレー 

  ②広報活動（ピアセンターのＰＲ） 

   ・機関紙「ｐｅｅｒ」という名称で、６月・１月に発行。また、音訳サークル「あ

い」の協力を得て、視覚障がい者への情報提供を行った。 

   ・ホームページを刷新し毎月更新し、情報発信を図った。 

 

（７）障害支援区分認定調査の実施 

   障害者総合支援法に基づく障がい福祉サービスを利用するにあたり区分認定が必要

な方に対して、障害支援区分認定調査を実施した。 

   調査件数： １０６件 

 

（８）住宅入居等支援事業 

   地域での一人暮らしを希望する障がい者に対して、住居確保の支援や手続きなどの

支援を行った。 

 

（９）相談支援機能強化事業 

①地域自立支援協議会 

全体会および運営会議、代表者会議、就労支援部会、地域生活定着支援部会、子ど

も部会の開催 

開催場所：障がい者福祉センター「あかみね」および河内長野市役所 

会議名 開催回数 内         容 

全体会 １回 ・委託相談支援事業所の報告について 

・各部会の報告について 
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・地域診断と評価について（中止） 

・研修会「自立支援協議会のこれから」（地域診断の一環） 

運営会議 ２回 

 

・全体会について 

・情報交換 

代表者会議 １回 ・情報交換、課題の共有 

就労支援部会 ５回 ・新規での就労継続支援Ｂ型利用について 

 （直Ｂ型アセスメント） 

・特例子会社見学会 

㈱ニッセイ・ニュークリエーション、パナソニック エコ

システムズ共栄株式会社 

・研修会「障がい者雇用の Q&A」（中止） 

・各機関からの情報提供・情報交換など 

地域生活定着

支援部会 

１１回 ・病院訪問、研修会など 

・その他制度についての勉強会 

・地域移行支援ＤＶＤの作成（研修会用） 

・錦秀会看護学校研修会 

・精神障害に関する福祉教育について 

子ども部会 ４回 ・事例検討、各関係機関紹介 

・医療的ケア児の災害時の対応について（ＷＧ） 

・講演：「医療的ケア児の生活と災害の取り組みを知ろう」 

・合同説明会（放課後等デイサービス等） 

・支援教育コーディネーター・基幹相談支援センター合同

研修会 

・面談技術力アップ研修（ピアはーと共催） 

②地域自立支援協議会情報交換会出席 

第１回 開 催 日：令和元年７月１日（月） 

開催場所：大阪府新別館南館８階 大研修室 

内  容：・講義「協議会の役割と機能」 

・行政説明「『大阪府相談支援専門員人材育成ビジョン（案）』

と主任相談支援専門員の役割等について」など 

第２回 開 催 日：令和２年２月１４日（金） 

開催場所：大阪府新別館南館８階 大研修室 

内  容：・講義「（仮題）地域課題の抽出」 

・地域自立支援協議会の取組事例紹介 

・情報交換会、行政説明 

 

③基幹相談支援センター専門コース別研修（地域移行・定着支援コース） 

開 催 日：令和元年６月１２日・（水）６月１７日（月）・６月１９日（水） 

開催場所：大阪私学会館 4 階講堂、たかつガーデン 8 階 

内  容：大阪府における地域移行支援の取り組みについてなど 

 

  ④基幹相談支援センター専門コース別研修（指導者養成コース） 

   開 催 日：令和２年１月２４日（金）、２９日（水） 

開催場所：大阪府社会福祉会館 ４階 会議室 
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内  容：ファシリテーター養成と初任者研修の研修内容の確認  

 

  ⑤医療的ケア児等コーディネーター養成研修 

開 催 日：令和元年９月３０日（月）・１０月４日（金）・ 

１０月１６日（水）・１０月１７日 

開催場所：たかつガーデン 8 階 

内  容：医療的ケア児等のニーズ把握や関係機関との連絡調整体制整備

の作り方。コーディネーター養成研修。 

 

⑥ケア会議（個別支援会議など）の開催および参加 

 関係機関との連携などが必要なケースについて、ケア会議の開催および参加 

 

（10）地域移行・定着支援事業 

   自立支援協議会の地域生活定着支援部会を定期的に開催した。 

また、入院している障がい者の地域移行・定着を支援するため、地域移行支援事業

のＰＲ動画の作成や精神科病棟がある病院へのアンケート調査などを実施するととも

に、地域移行の支給決定の方法を定めた。（地域移行支給決定件数：１件） 

 

（11）その他障がい者の支援に必要な事業 

  ○学校での事業説明など 

・富田林支援学校 １回 

・藤井寺支援学校 １回 

・南河内ブロック進路指導関係機関連絡会 ２回 

 

ピアセンターかわちながの 利用状況 

（相談支援を利用している障がい者などの人数）             （単位：件） 

 実人数 

内訳 

身体 

障がい 

重症心身

障がい 

知的 

障がい 

精神 

障がい 

発達 

障がい 

高次脳

機 能 障

がい 

難病 その他 

障がい 
（令和元年

度） 
31 17 0 5 2 0 1 3 3 

障がい児 
（令和元年

度） 
5 1 0 4 0 0 0 0 0 

計 36 18 0 9 2 0 1 3 3 

障害者 
（３０年度） 22 6 0 8 7 1 1 0 3 

障害児 
（３０年度） 3 0 0 2 1 0 0 0 0 

計 25 6 0 10 8 1 1 0 3 

※内訳は重複障害を含む 
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（支援方法）                            （単位：件） 
 

 
訪問 来所相談 同行 電話相談 

電子 

メール 

個別支援

会 議 
関係機関 その他 計 

令和元年度 109 39 23 173 10 10 277 30 671 

３０年度 114 79 47 193 16 10 197 3 659 

 

（支援内容）                            （単位：件） 

 

福祉サー

ビスの利

用等に関

する支援 

障がいや

病状の理

解に関す

る支援 

健康・医

療に関す

る支援 

不安の解

消・情緒

安定に関

する支援 

保育・教

育に関す

る支援 

家族関

係・人間

関係に関

する支援 

家計・経

済に関す

る支援 

生活技術

に関する

支援 

就労に関

する支援 

令和元 

年度 387 7 62 22 34 16 39 63 45 
（再揚） 

ピアカウン

セラー 
3 2 2 0 0 0 0 0 0 

３０年度 304 3 103 79 4 36 53 135 37 
（再揚） 

ピアカウン

セラー 
1 2 1 0 0 0 0 0 0 

 

 

社会参

加・余暇

活動に関

する支援 

権利擁護

に関する

支援 

その他 計 

令和 

元年度 16 6 45 742 

（再揚） 

ピアカウン

セラー 
0 0 0 7 

３０年度 31 6 11 802 

（再揚） 

ピアカウン

セラー 
0 0 0 4 

 

１２．障がい者就労支援事業 

一般就労を希望する利用者に対し情報提供を行い、就労意欲の向上を図るとともに、

引き続き就労継続支援Ａ型事業所を希望する利用者への支援を行った。 

また、各相談支援事業所や公共職業安定所（ハローワーク）などと連携し、実習や

職場体験などの支援を行った。 

さらに、連携を深めるために富田林支援学校・藤井寺支援学校を訪問し、事業説明

やＰＲを行うとともに、各事業所で実習生を受け入れ新規利用の拡大を図った。 

なお、コロナウイルスの関連で 3 月 2 日より市民交流センターが臨時休館に伴い、

カフェドくすくすも休業となった。ファクトリーくすくす、L＆Eと調整し、カフェド

くすくすの利用者の受け入れを行った。 
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指定就労継続支援Ｂ型事業所の契約者数       （単位：人） 

年 度 
ファクトリー 

くすくす 

カフェド 

くすくす 
Ｌ＆Ｅ 合 計 

令和元年度 １２ ４ １４ ３０ 

３０年度 １２ ４ １３ ２９ 

指定就労継続支援Ｂ型事業所の利用者が、自立した日常生活または社会生活を営む

ことができるよう、生産活動やその他の活動を通じて、知識および能力の向上に必要

な訓練や支援を行った。 

①ファクトリーくすくすでは、受注している作業の効率化を図った。また個別支

援ではより個別に対する課題などの解決に向けた取り組みを行った。 

②Ｌ＆Ｅでは、新規の企業から仕事を受注するとともに、その仕事に対応し作業 

工程を構築し効率化を図った。また、授産品販売のために各種イベントに積極的 

に参加した。 

③カフェドくすくす（店舗型事業所）では、市民まつりに参加（出店）し、ＰＲ 

活動を行うとともに、職場体験を積極的に受け、新規通所希望者の募集を行った。 

また、３事業所での定期会議を開催する中で、職員間の情報共有を行い、職員 

のスキル向上や意識改革を行った。 

さらに生活、余暇支援では花見、食事会、日帰り研修旅行（和歌山方面）を実

施した。 

 

１３．法人運営事業 

（１）三役会・理事会・評議員会および委員会の開催と監事監査の実施 

  ①定例三役会の開催 

   事業推進の意思決定を明確、迅速に行うため正副会長・管理職員による定例会議を  

毎月１回開催し、社協が抱える課題を把握し解決に向け役員と事務局との意思疎通を  

図りながら、円滑な法人運営を行った。 

  三役会開催状況 

会議名 年間開催数 協 議 事 項 

定例三役会 １２ 当該月の事業予定・懸案事項の協議 他 

臨時三役会 １ 
社協事務所移転・市民総合体育館駐車場の有料化につ

いての協議 他 

②理事会の開催状況 

月 日 会議の名称 審 議 内 容 

5 月 24 日 第１回 ①平成 30 年度事業報告 

②平成 30 年度資金収支決算〔監査報告〕 

③平成 31 年度資金収支予算第 1 次補正予算（案） 

④定時評議員会の招集事項の承認 

⑤その他 

6 月 14日 第２回 

 

①会長の選定 

②副会長の選定 

③常務理事の選定 
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④顧問の選定 

⑤理事の委員会構成 

⑥その他 

6 月 17日 第３回 

【書面審議】 

①評議員候補者の推薦に関する承認 

 

8 月 1 日 第４回 

【書面審議】 

①令和元年度第２回評議員会( 書面審議) の招集事項の

承認 

②評議員候補者の推薦に関する承認 

③会長及び常務理事の職務執行状況の報告 

12 月 9 日 第５回 

【書面審議】 

①令和元年度第３回評議員会( 書面審議) の招集事項の

承認 

②評議員候補者の推薦に関する承認 

1 月 21日 第６回 

 

①副会長の選定 

②理事の委員会構成 

③その他 

3 月 12 日 第７回 ①平成 31 年度資金収支予算第２次補正予算( 案)  

②令和２年度事業計画（案） 

③令和２年度資金収支予算（案） 

④諸規程の改正( 案)  

  事務局組織及び職員設置規程の一部改正 

 経理規程の一部改正 

 職員給与規程の一部改正 

⑤令和元年度第４回評議員会の招集 

⑥会長及び常務理事の職務執行状況の報告 

⑦その他 

③評議員会の開催状況 

月 日 会議の名称 審 議 内 容 

6 月 14 日 定時評議員会 ①平成 30 年度事業報告 

②平成 30 年度資金収支決算〔監査報告〕 

③平成 31 年度資金収支予算第１次補正予算( 案)  

④理事の選任 

⑤監事の選任 

⑥その他 

8 月 15日 第２回 

【書面審議】 

①理事の選任 

 

12 月 24 日 第３回 

【書面審議】 

①理事の選任 

 

3 月 31 日 第４回 ①平成 31 年度資金収支予算第２次補正予算( 案)  

②令和２年度年度事業計画（案） 

③令和２年度資金収支予算（案） 

④監事の選任 

⑤諸規程の改正について報告 

事務局組織及び職員設置規程の一部改正 

 経理規程の一部改正 

 職員給与規程の一部改正 
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⑥その他 

④理事・評議員合同会議の開催状況 

月 日 会議の名称 内 容 

7 月 31日 理事・評議員

合 同 会 議 

令和元年度共同募金運動実施計画の協議 

3 月 3 日 理事・評議員

合 同 会 議 

社協事務所の移転についての協議 

⑤委員会の開催状況 

月 日 会議の名称 会 議 の 内 容 

6 月 4 日 総務委員会 社協だより№115 号（7 月 1 日号）の発行 

6 月 28 日 評議員選任解任委員会 評議員の選任について（４名） 

8 月 22 日 評議員選任解任委員会 評議員の選任について（１名） 

9 月 2 日 総務委員会 社協だより№116 号（10 月 1 日号）の発行 

12 月 2 日 総務委員会 社協だより№117 号（1 月 1 日号）の発行 

1 月 14 日 評議員選任解任委員会 評議員の選任について（１名） 

1 月 21 日 事業経営委員会 共生型生活介護事業について 

3 月 12日 地域福祉・ボランティア

事業委員会 

地域福祉活動計画の策定について 

⑥監事監査の実施状況 

月 日 会議の名称 内 容 

5 月 16 日 平成 30 年度 

監  査 

①平成 30 年度事業監査 

②平成 30 年度収入支出会計監査 

（２）理事・評議員等研修の実施 

月 日 会議の名称 内 容 

7 月 31 日 理事・評議員

合同研修会 

研修内容：赤い羽根共同募金の配分事業について 

 

（３）大阪府社協および大阪府市町村社協連合会、河南ブロック市町村社協連絡会への参  

  加および連携 

  ①大阪府市町村社協連合会総会 

月 日 開催場所 会 議 の 内 容 

4 月 11 日 大 阪 社 会 福 祉

指導センター 

第 1 号議案 平成 30 年度事業報告について 

第 2 号議案 平成 30 年度収支決算について 

第 3 号議案 平成 30 年度福祉救援活動資金収支決算 

会計監査報告 

第 4 号議案 2019年度事業計画（案）について 

第 5 号議案 2019年度収支予算（案）について 

第 6 号議案 2019年度福祉救援活動資金収支予算

（案）について 

第 7 号議案 役員改選 
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②会長・事務局長合同会議への参加状況 

月 日 開催場所 会 議 の 内 容 

4 月 11 日 大 阪 社 会 福 祉

指導センター 

＜協議事項＞ 

①府社協事業計画について 

②2019年度府社協地域福祉部事業方針（案）につい 

 て 

③2019年度年間スケジュールについて 

④2019 年度大阪しあわせネットワーク・地域貢献委 

員会連携推進助成事業について 

⑤短期インターンシップについて 

⑥業務研究会報告書( 社協にしか果たせない地域福祉

推進の機能とは) について 

⑦ブロック事業の進め方について 

⑧その他 

・2019年度市町村社協合同顧問弁護士の確認 

・2018年度市町村社協合同顧問弁護士の利用状況 

7 月 4 日 大 阪 社 会 福 祉

指導センター 

＜協議事項＞ 

①大阪府の施策に対する提案と予算に関する要望の 

検討について 

②人材確保の取り組み( 短期インターンシップ) につ 

いて 

③その他 

・災害ボランティア車両の高速道路無料措置における 

証明書類の簡素化について 

・大阪しあわせネットワーク、地域貢献委員会連携 

推進助成事業の二次募集について 

・大阪しあわせネットワーク今後のあり方の検討( 案)  

 について 

・合同顧問弁護士への相談状況確認シートについて 

＜研修会＞ 

・「地域共生社会の実現に向けた施策動向と社協の事 

業・組織基盤の強化について 

全国社会福祉協議会 副部長 水谷詩帆 氏 

2 月 6 日 大 阪 社 会 福 祉

指導センター 

＜協議事項＞ 

①令和元年台風 19 号等における災害支援の活動報告 

について 

②令和 2 年度連合会事業について 

③運営支援者マニュアル検証およびスキルアップ研 

修企画委員会の進捗状況について 

④令和 2 年度近畿ブロック社協災害支援研修につい

て 

⑤令和 2 年度合同顧問弁護士の設置について 

⑥その他 

・2020年度大阪しあわせネットワーク、地域貢献委 

員会連携推進助成事業について 
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  ③事務局長会議への参加状況 

月 日 開催場所 会 議 の 内 容 

6 月 6 日 大 阪 社 会 福 祉

指導センター 

＜協議事項・報告＞ 

①情勢報告 

・全社協 地域・ＶＣ担当部課所長会議（4 月）の要 

旨報告 

②連合会事業の具体化( 重点事業) について 

③大阪府の施策に対する提案と予算に関する要望書 

について 

④人材確保の取り組み（短期インターンシップ）につ 

いて 

⑤災害時における支援体制について 

⑥その他 

・連合会会費および福祉救援活動資金納入について 

・2019年度大阪しあわせネットワーク、地域貢献委 

員会連携推進助成事業について 

＜グループ討議＞ 

・適正な法人経営と組織基盤及びガバナンスの強化に 

ついて 

9 月 12日 

 

大 阪 府 社 会 福

祉会館 

＜報告事項＞ 

①令和 2 年度大阪府の施策に対する提案と予算に関 

する要望書に対する大阪府からのコメント、方針等 

について 

②その他 

・府社協会費納入のお願いについて 

・合同顧問弁護士費用の請求について 

・全社協地域福祉推進委員会負担金の納入について 

・連合会新年互礼会について 

・運営支援者スキルアップ研修会の開催について 

・大阪府内の地域貢献委員会( 施設連絡会) 情報交換会 

の開催について 

・合同求人説明会「福祉の就職総合フェア 2019 in  

OSAKA」実施報告について 

 ＜研修会＞ 

・権利擁護推進室の事業実施状況について 

大阪府社会福祉協議会地域福祉部権利擁護推進室 

11 月 7 日 大 阪 社 会 福 祉

指導センター 

＜報告事項＞ 

①連合会事業について 

②運営支援者マニュアルの検証およびスキルアップ 

研修企画委員会の進捗状況について 

③府社協一般会計への市町村社協連合会会計編入に 

かかるスケジュールについて 

④新年互礼会の実施について 

⑤その他 

・経営者部会「大阪しあわせネットワーク」あり方検 

討委員会について 
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＜ワールドカフェ＞ 

・地域共生社会の実現に向けた取り組みについて 

・e コミユニティプラットフォームの活用について 

・人材確保( 短期インターンシップ) について 

④河南ブロック社協連絡会への参加状況 

月 日 開催場所 会 議 の 内 容 

6 月 28日 

 

千早赤阪村立

いきいきサロ

ンくすのき 

河南ブロック担当職員会議 

・各市町村社協の現状と課題 

・河南ブロック職員研修（計画） 

・運営支援者の推薦および輪番 

7 月 30 日 千早赤阪村立

いきいきサロ

ンくすのき 

会長・事務局長ブロック会議 

・府社協連絡事項 

・ブロック会長、局長、職員連絡会合同研修会につい

て 

・災害時における大阪府内社協間災害ＶＣ運営支援者

に関する相互支援協定に基づく運営支援者の輪番

について 

・各市町村社協の現状について 

・その他 

11 月 8 日 千早赤阪村立

いきいきサロ

ンくすのき 

会長・事務局長・職員合同研修会 

・社会福祉法人の理事、監事、評議員の役割と責任 

かける法律事務所 弁護士 細井大輔 氏 

2 月 13日 書面審議 事務局長・担当職員合同会議 

・2019年度河南ブロック社協連絡会事業報告および

決算報告について 

 

（４）社会福祉施設連絡会との協働 
   「河内長野市社会福祉施設連絡会」が、市内の３８の施設および社協の参画のもと、

地域貢献活動を行う連絡会として、幹事会および実務担当者会議で検討を重ね、理事・

施設長研修会、施設見学、災害に対する取り組みなどを行った。また、連絡会加入施

設と地域福祉活動団体との連携を強化した。 

施設連絡会の事業実績 

月  日 場   所 内   容 

4 月 19 日 ふれあいの丘・ライフサポートあおぞら 平成３０年度監査 

4 月 22 日 生登福祉ケアセンター 第１回幹事会 

5 月 21 日 社会福祉協議会会議室 第１回実務担当者会議 

5 月 30 日 市立障がい者福祉センターあかみね 
平成３１年度総会 

理事長・施設長研修会 

7 月 29 日 スリーハートの丘 第２回幹事会 

12 月 23 日 寿里苑 第３回幹事会 

2 月 5 日 社会福祉協議会会議室 第２回実務担当者会議 

2 月 25 日

～3 月 3 日 

各施設へ 福祉避難所に関する訪問調

査 
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（５）組織構成会員制の推進 
民間企業などの事業者やボランティア団体、住民参加型団体など７７の事業所や各 

種団体に組織構成会員に加入していただき、内４４名の方で評議員会が組織され、法  

人の重要な事項についての議決機関として機能を発揮していただいた。 

 

組織構成会員加入団体名 

1  40   

2  41  

3  42  

4  43  

5  44  

6  45  

7  46  

8  47  

9  48  

10  49  

11  50  

12  51  

13  52  

14  53  

15  54  

16  55  

17  56  

18  67  

19  58  

20  59  

21  60  

22  61  

23  62  

24  63  

25  64   

26  65  

27  66  

28  67  

29  68  

30  69   

31   70   

32   71  

33  72  

34  73  

35  74  

36  75   

37  76   

38  77   

39     
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（６）賛助会員制の推進 

    より多くの地域住民の理解と参加、財政的な支援を得て社協活動を展開するため、  

賛助会員を募集した。 

                                                 （単位：円） 

賛助会員の内訳 令和元年度 平成３０年度 

社協役員 ７６，０００  ４６，０００  

社協職員 １３０，０００  １２４，０００  

組織構成会員 ①＋② １，９０８，０００  １，８３３，０００  

① 理事・評議員選出団体 １，８８６，０００  １，８２２，０００  

  1. 事務局団体 １，１７４，０００  １，０７７，０００  

  2. 市役所（外郭団体を含む）    ３７５，０００  ４１６，０００  

  3. 市立小・中学校 １８０，０００  １４７，０００  

  4. 民間保育園・幼稚園 １００，０００  ９７，０００  

  5. 上記 1～4 以外の団体 ５７，０００  ８５，０００  

② 理事・評議員選出団体以外 ２２，０００  １１，０００  

組織構成会員以外の法人・事業所 ①～④  ２９５，０００  ２９５，０００  

①民間福祉施設  ０  ５，０００  

 ②医療施設    １５，０００  １５，０００  

 ③関係団体    １０，０００  ２０，０００  

 ④事業所     ２７０，０００  ２５５，０００  

個人登録ボランティア １２，０００  １０，０００  

福祉機器利用者 １９，０００  １５，０００  

厨房機器利用者 ５，０００  ６，０００  

福祉レクリエーション用品利用者 ２，０００  ６，０００  

登録ヘルパー ０  ２４，０００  

一般の個人ほか １１３，０００  １０５，０００  

 合      計 ２，５６０，０００  ２，４６４，０００  

 

（７）広告料収入の増強 

社協だよりやホームページに掲載する広告事業者を募集し事業収入の確保を行った。 

 

（８）善意銀行の運営 

善意銀行に対し市民から金品および物品の預託を受け、地域福祉の推進を目的とす

る施設および団体などに払い出し有効利用した。 

 

  善意銀行事業の内訳 

   預託内容  

預託内容 
令和元年度 平成３０年度 

件数 金  額（円） 件数 金  額（円） 

一般預託金 ２ ９２，４００ １ １０，０００ 

指定預託金 ７ ８９，６００ １０ ３５４，４３８ 

合   計 ９ １８２，０００ １１ ３６４，４３８ 

   ※その他物品として、車いす、布ティッシュなど 
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   払出内容 

払出内容 
令和元年度 平成３０年度 

件数 金  額（円） 件数 金  額（円） 

指定払出金 ７ ８９，６００ １０ ３５４，４３８ 

合   計 ７ ８９，６００ １０ ３５４，４３８ 

   ※団体、障がい者福祉センター事業に払い出しを行った。 

 

（９）福祉基金事業 

昨年度に引き続き国債の利息運用を行った。 

国債運用（継続）  ２０年利付国債    ５０，０００，０００円 

             ３０年利付国債    ５０，０００，０００円 

 

    平成３１年度末 福祉基金原資積立残高 １１０，９０１，０００円 

 

 

 

令和元年度 平成３０年度 

件数   金  額（円） 件数 金  額（円） 

基金指定寄付金 ０ ０ ０ ０ 

諸収入（国債利息） １ １，４７５，０００ １ １，４７５，０００ 

合     計 １ １，４７５，０００ １ １，４７５，０００ 

 

（10）広報啓発事業 

   社協事業や地域の福祉活動を多くの市民に理解していただくため、社協だよりの発

行やホームページによる情報提供を行った。また、比較的若い世代への情報発信とし

て、ソーシャルネットワーキングサービスを利用して情報を公開した。 

①かわちながの社協だより  

年３回、７月・１０月・１月に発行し全戸配布。発行部数 ４８，０００部 

②ホームページ( http://www.kawachinaganoshishakyo.or.jp/ ) を随時更新した。 

③社協ブログ ( http://ksyakyou.blog90.fc2.com/ ) を更新し、日記調で社協事業や福 

祉委員会活動などの情報をタイムリーに掲載した。 

④社協ツイッター ( https://twitter. com/ksyakyou) を更新し、日々の社協の動きな 

どの情報を掲載した。 

 

（11）福祉人材の確保および人材育成 

   福祉人材の確保の推進を図るため、積極的に実習生を受け入れるとともに、昨年度  

に引き続き、短期インターンシップによる大学生の受け入れを行った。また、職員研  

修計画を充実し、新任職員・中堅職員・管理職等の人材育成およびスキルアップを図 

った。 

職員のスキルアップ研修会等への参加状況 

月 日 開催場所 研修内容 参加人数 

4 月 18 日 大阪社会福祉指導

センター 

平成 31 年度新入職員のためのサービ

スマナーセミナー 

2 

http://ksyakyou.blog90.fc2.com/
https://twitter.com/ksyakyou
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4 月 22 日・5

月 9・16・23・

27 日 

大阪府社会福祉会

館・大阪社会福祉

指導センター・阪

南市社協（尾崎地

区） 

平成 31 年度市町村社協新任職員研修 2 

5 月 30 日・31

日 

山口県山口市ホテ

ルニュータナカ 

第９回赤い羽根全国ミーティング 1 

6 月 7 日 大阪府病院年金会

館 

労務事務講習会 1 

 

6 月 26 日 大阪府社会福祉会

館 

令和元年度共同募金新任担当者研修

会 

1 

 

6 月 27 日 

9 月 12 日 

12 月 19 日 

大阪社会福祉指導

センター 

令和元年度業務研究会「総合的な福祉

教育実践研究会」第１・２・３回 

2 

 

7 月 1 日 

  7 月 8 日 

  7 月 17 日 

7 月 26 日 

8 月 6 日 

 

地域福祉コーディネーター基礎研修 1 

 

7 月 24 日 岸和田市立福祉総

合センター 

令和元年度 福祉教育基礎研修・人権

教育研修 

2 

8 月 5 日 大阪社会福祉指導

センター 

第２階広報紙研修会 1 

8 月 19 日 

 

社協中堅研修会 1 

9 月 6 日 

10 月 4 日 

11 月 1 日 

12 月 6 日 

2 月 3 日 

 

スーパービジョン実践者養成ゼミナ

ール 

1 

9 月 12 日 大阪府社会福祉会

館 

地域共生社会の実現に向けて～伴走

型支援の取り組み～ 

1 

10 月 15 日 

  

ＣＳＷスキルアップ研修（うつ病を持

ち、生活保護受給中の若者の支援） 

1 

10 月 22 日・

23 日 

全国社会福祉協議

会 灘尾ホール 

全国福祉推進員研修 1 

10 月 28 日 エル・おおさか 職場のメンタルヘルス対策セミナー

～集団分析と職場環境改善について

～ 

1 

10 月 28 日 大阪府社会福祉会

館 

令和元年度 成年後見制度における

申立ての実務研修 

1 

10 月 29 日 ハローワーク 高年齢者・障がい者雇用管理セミナー 1 

11 月 1 日 

 

CSWスキルアップ研修（支援のスキル

アップ「情報」について考えてみよう） 

1 

11 月 20 日 河内長野市役所 ゲートキーパー養成研修 2 
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11 月 22 日 

 

社会福祉法人に求められる内部管理

体制セミナー 

1 

 

11 月 27 日 

 

CSWスキルアップ研修（社会的ひきこ

もりに対する理解と支援） 

1 

11 月 30 日 

12 月 4 日 

プリムローズ大阪 ＣＳＷマイスター研修会 1 

12 月 11 日・

17 日 

障がい者福祉セン

ターあかみね・福

祉センター錦渓苑 

ハードクレーマー対応について 職員全員 

1 月 28 日 ゆびすい本社ビル  人事制度実務対応セミナー 1 

1 月 30 日 大阪赤十字会館 令和元年度災害ボランティアコーデ

ィネーター研修会 

1 

2 月 14 日 生活協同組合おお

さかパルコープ本

部事業所 

第 16 回おおさか災害支援ネットワー

ク 

1 

2 月 19 日 大阪国際交流セン

ター 

令和元年度小地域ネットワーク活動

リーダー研修会 

1 

 

2 月 21 日 河内長野市役所 ネット上の部落差別 2 
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